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解
題

　

柳や

な

せ

ま

さ

む

瀬
正
夢
（
一
九
〇
〇
～
一
九
四
五
年
、
愛
媛
県
松
山
市
生
ま
れ
）
は
、
激
烈
な
筆
致
と
諧
謔
性
に
満
ち
た
諷
刺
漫
画
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術

運
動
を
け
ん
引
し
た
漫
画
家
で
あ
り
、
詩
、
舞
台
装
置
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越
境
し
て
活
躍
し
た
芸
術
家
で
あ

る
。
と
く
に
漫
画
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
印
刷
美
術
に
価
値
を
見
い
だ
し
、
労
働
者
を
束
縛
す
る
鎖
と
そ
れ
を
破
壊
す
る
爆
弾
、
資
本
家
に
怒

り
を
ぶ
つ
け
る
労
働
者
の
拳
な
ど
、
多
く
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
成
し
た
。
そ
し
て
社
会
に
お
け
る
一
本
の
ね
じ
釘
で
あ
り
た
い
、
と
の
思
い
で

使
用
し
た
、
サ
イ
ン
代
わ
り
の
〈
ね
じ
釘
〉
マ
ー
ク
は
、
柳
瀬
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
翻
刻
し
た
「
満
洲
日
記
」
（
東
京
都
現
代
美
術
館
・
柳
瀬
正
夢
文
庫
167
）
は
、
一
九
四
二
年
、
建
国
十
年
を
迎
え
る
満
洲
を
訪
れ
た
柳

瀬
の
旅
日
記
で
あ
る
。
鉄
道
総
局
の
あ
る
奉
天
に
到
着
し
た
四
月
九
日
か
ら
、
海ハ

イ

ラ

ル

拉
爾
か
ら
蒙
古
平
原
へ
向
か
う
五
月
五
日
ま
で
の
日
録
と
、

ロ
マ
ノ
フ
カ
村
で
の
取
材
メ
モ
が
お
さ
め
ら
れ
、
と
く
に
満
洲
東
北
部
で
の
行
動
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
タ
テ
158
ミ
リ
×
ヨ
コ

204
ミ
リ
の
22
枚
（
44
頁
）
の
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
と
、
手
帳
か
ら
切
り
離
し
た
と
思
わ
れ
る
紙
片
４
枚
（
タ
テ
146
ミ
リ
×
ヨ
コ
123
ミ
リ:

３
枚
、
タ
テ

72
ミ
リ
×
ヨ
コ
123
ミ
リ:

１
枚
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
な
ど
は
つ
い
て
お
ら
ず
、
資
料
名
は
東
京
都
現
代
美
術
館
の
「
柳
瀬
正
夢
文
庫

目
録
」
に
拠
っ
た
。
本
日
記
は
こ
れ
ま
で
、
井
出
孫
六
『
ね
じ
釘
の
如
く―

―

画
家
・
柳
瀬
正
夢
の
軌
跡
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
、
田

中
益
三
「
プ
ロ
美
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
」（
『
朱
夏
』
第
一
一
号
、
一
九
九
八
年
）
、
中
村
喜
和
「
ロ
マ
ノ
フ
カ
村
の
柳
瀬
正
夢
」（
『
聖
な
る
ロ
シ
ア
の
流
浪
』

所
収
、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
、
部
分
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
旅
行
は
、
三
カ
月
ち
か
く
の
旅
で
あ
り
（
「
満
洲
の
生
活
美―

―

原
住
民
の
生
活
を
訪
ね
て
」
『
婦
人
之
友
』
一
九
四
二
年
一
〇
月
号
）
、
六
月

ご
ろ
に
帰
国
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
残
さ
れ
た
日
程
表
（
柳
瀬
文
庫
267
）
か
ら
は
、
満
鉄
弘
報
課
の
招
聘
で
、

四
月
一
四
日
か
ら
五
月
一
三
日
ま
で
の
一
カ
月
間
に
、
奉
天―

新
京―

哈ハ

ル

ピ

ン

爾
濱―

黒
河―
鉄
山
包―

佳ジ

ャ

ム

ス

木
斯―

牡
丹
江―

横
道
河
子
（
ロ
マ

［
翻
刻
］
柳
瀬
正
夢
「
満
洲
日
記
」
（
一
九
四
二
年
）

白
井
か
お
り　
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ノ
フ
カ
村
）―

哈
爾
濱―

斉チ

チ

ハ

ル

斉
哈
爾―

海
拉
爾―

哈
爾
濱―

舒
蘭
（
大
日
向
村
）―

吉
林―

新
京―

奉
天
を
ま
わ
り
、
国
境
風
物
、
新
興
都
市
、

開
拓
移
民
村
、
ロ
シ
ア
人
生
活
、
博
物
館
、
ダ
ム
、
撫
順
炭
鉱
と
い
っ
た
、
満
洲
の
主
要
な
産
業
や
文
化
を
網
羅
的
に
視
察
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
、
柳
瀬
が
旅
行
時
に
携
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」
（
柳
瀬
文
庫
243
）
に
は
、
「
満
洲
諸
民
族
の
生
活
図
譜
」

と
題
す
る
、
「
皇
業
十
周
年
記
念
の
建
設
譜
と
し
て
生
活
面
か
ら
み
る
満
洲
国
の
骨
格
」
を
紹
介
す
る
構
想
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
視
察

が
建
国
十
年
の
記
念
事
業
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
「
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」
に
は
、
構
想
メ
モ
の
ほ
か
に
、

斉
斉
哈
爾
（
五
月
二
日
）
、
海
拉
爾
、
哈
爾
濱
、
満
洲
里
（
五
月
四
日
）
、
三
河
地
方
な
ど
で
記
さ
れ
た
意
匠
の
ス
ケ
ッ
チ
や
取
材
メ
モ
が
残

さ
れ
て
お
り
、
日
記
の
空
白
時
期
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
詳
細
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
柳
瀬
正
夢
の
中
国
・
満
洲
体
験
は
、
読
売
満
蒙
視
察
団
と
し
て
参
加
し
た
一
九
二
九
年
（
満
洲
・
上
海
）
を
皮
切
り
に
、
三
一
年
（
朝

鮮
・
大
連
・
奉
天
）
、
三
二
年
（
上
海
）
と
続
き
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る
侵
略
が
本
格
化
す
る
な
か
で
、
満
鉄
な
ど
か
ら
招
聘
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
三
六
年
（
満
洲
）
、
三
七
年
（
満
洲
）
、
三
八
年
（
満
鉄
北
支
事
務
局
招
聘
、
天
津
・
北
京
・
大
同
・
雲
崗
）
、
三
九
～
四
〇
年
（
華
北
交

通
招
聘
、
天
津
・
北
京
ほ
か
）
、
四
二
年
（
満
鉄
弘
報
課
招
聘
、
満
洲
）
、
四
五
年
（
新
京
・
奉
天
）
と
頻
繁
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
三
二
年
の
検
挙
、

そ
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
解
体
以
後
、
漫
画
家
と
し
て
の
活
動
が
国
内
で
制
限
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
柳
瀬
は
原
点

に
立
ち
戻
ろ
う
と
、
青
年
時
代
に
置
い
た
絵
筆
を
ふ
た
た
び
手
に
し
、
油
絵
の
道
に
進
み
は
じ
め
る
。

　

そ
し
て
し
だ
い
に
、
現
地
生
活
の
「
砲
声
と
、
人
間
動
物
の
体
温
と
、
冷
厳
な
自
然
と
を
誰
も
が
し
な
か
つ
た
仕
方
で
描
き
出
し
て
み
た

い
」
と
の
思
い
を
も
つ
よ
う
に
な
る
（
「
近
き
よ
り
と
近
況
」
柳
瀬
文
庫
259
、
一
九
四
〇
年
）
。
そ
れ
は
生
活
に
対
す
る
関
心
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、

こ
の
満
洲
旅
行
で
は
、
「
生
活
の
工
夫
」
を
見
て
歩
く
こ
と
と
な
り
（
「
満
洲
の
生
活
美
」
前
掲
）
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
は
家
の
つ
く
り
、
意

匠
や
道
具
な
ど
が
描
き
込
ま
れ
た
。
同
時
代
に
お
い
て
は
、
生
活
に
根
ざ
し
た
、
生
産
的
な
新
し
い
文
化
の
創
造
を
掲
げ
た
地
方
翼
賛
文
化

運
動
や
、
手
仕
事
に
美
を
見
い
だ
し
た
民
芸
運
動
と
ゆ
る
や
か
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

日
記
に
は
、
黒
河
の
国
境
風
景
、
黒
河
神
社
や
兵
舎
、
鉄
山
包
の
韓
家
開
拓
団
本
部
、
佳
木
斯
の
市
街
と
弥
栄
村
の
開
拓
団
、
軍
都
・
牡

丹
江
の
市
街
と
い
っ
た
訪
問
先
の
ほ
か
、
車
窓
か
ら
見
え
る
切
妻
形
の
農
家
、
平
原
、
鳥
の
大
群
な
ど
の
風
景
が
、
と
き
に
ス
ケ
ッ
チ
や
俳

句
と
と
も
に
率
直
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
色
彩
の
捉
え
方
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
北
に
向
か
う
列
車
の
な
か
で
、
黄
味
を
帯
び
た
平
原
を
、
ジ
ョ

ン
ブ
リ
ア
ン
色
、
オ
ー
ク
ル
ジ
ョ
ン
、
フ
レ
ン
チ
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
と
細
や
か
に
描
写
し
て
い
る
（
四
月
一
七
日
）
。
そ
れ
は
、
北
京
や
満
洲
の

印
象
を
「
鼠
グ
レ
ー
」「
灰
色
グ
レ
ー
」
と
表
現
す
る
な
か
で
（
「
北
京
四
題
」
柳
瀬
文
庫
260
、「
満
洲
の
美
し
さ
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
柳
瀬
文
庫
261
）
、
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捨
象
さ
れ
て
き
た
風
景
で
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
俳
句
は
当
時
の
柳
瀬
に
と
っ
て
数
少
な
い
創
作
活
動
の
一
つ
で
あ
り
、
四
月
二
〇
日
の
黒
河
で
は
国
境
、
二
二
日
の
綏
化
～
佳
木

斯
間
の
列
車
で
は
解
氷
・
流
氷
な
ど
、
同
じ
モ
チ
ー
フ
で
複
数
詠
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に
黒
河
は
、
柳
瀬
が
柵
も
鉄
条
網
も
監
視
の
目
も
な

い
と
こ
ろ
を
見
て
、「
国
民
意
識
の
真
底
に
厳
と
せ
し
国
境
線
あ
り
」
と
、
自
分
の
内
な
る
国
境
線
を
意
識
し
た
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
つ

ち
ふ
り
き
国
境
黒
河
ぬ
り
つ
ぶ
せ
り
／
た
ち
舞
ひ
て
黄
塵
国
境
ぬ
り
つ
ぶ
せ
り
」
な
ど
の
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

日
記
か
ら
は
、
ま
と
ま
っ
た
文
章
を
あ
ま
り
発
表
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
柳
瀬
の
活
動
や
思
想
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。
黒
河
で
は
特

務
伍
長
に
案
内
さ
れ
、
画
家
と
し
て
の
決
意
を
か
み
し
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
簡
素
厳
冬
を
想
い
涙
な
が
る
。
わ
が
仕
事
の
出
発
点
こ
ゝ

に
あ
り
肚キ

モ

に
め
い
ず
」
（
四
月
一
八
日
）
と
。

　

翻
刻
に
あ
た
り
、
東
京
都
現
代
美
術
館
柳
瀬
正
夢
文
庫
所
蔵
の
資
料
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

凡
例

一
、
挿
入
、
削
除
な
ど
は
、
そ
れ
ら
の
記
号
を
残
さ
ず
、
確
定
し
た
文
章
を
記
し
た
。
た
だ
し
、
見
せ
消
ち
、
削
除
の
跡
が
あ
る
箇
所
で
あ
っ

て
も
、
読
解
の
た
す
け
と
な
る
場
合
に
は
、
適
宜
〔　

〕
内
に
示
し
た
。

一
、
日
付
が
示
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に
は
、
推
定
さ
れ
る
日
付
を
＊
の
あ
と
に
補
っ
た
。

一
、
本
文
の
カ
タ
カ
ナ
と
ひ
ら
が
な
の
表
記
お
よ
び
仮
名
づ
か
い
は
、
誤
用
も
ふ
く
め
て
、
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
漢
字
は
、
一
部
の
固
有
名
詞
を
の
ぞ
き
、
新
字
体
で
統
一
し
た
。
ま
た
変
体
仮
名
、
合
字
、
異
体
字
は
通
例
の
字
体
に
直
し
た
。 

一
、
明
ら
か
な
誤
字
、
脱
字
に
は
、
右
行
間
に
マ
マ
を
付
し
た
。 

一
、
句
読
点
、
カ
ッ
コ
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
適
宜
加
除
し
た
。
ま
た
改
行
は
文
意
に
よ
っ
て
施
し
た
。

一
、
傍
線
、
傍
点
、
圏
点
、
本
文
中
の
記
号
○
、
（ 

）
内
の
文
章
、
ル
ビ
は
、
原
文
の
も
の
で
あ
る
。

一
、
適
宜
脚
注
を
追
加
し
た
。

一
、
ス
ケ
ッ
チ
等
は
、
本
文
の
該
当
箇
所
に
図
版
で
収
録
し
た
。 

一
、
破
損
等
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
箇
所
、
ま
た
は
文
字
が
欠
落
し
て
い
る
箇
所
は
、
一
字
分
を
□
で
示
し
、
推
定
さ
れ
る
文
字
を
右
行
間
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に
示
し
た
。

一
、
記
述
の
一
部
に
、
今
日
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
不
適
切
な
表
現
が
あ
る
が
、
当
時
の
時
代
的
背
景
を
考
慮
し
、
原
文
の
ま
ま
収
録
し
た
。

四
月
九
日

湯
崗
子
に
目
醒
む
。
ス
イ
ミ
ン
不
足
で
頭
が
重
い
。
外
は
風
が
強
い
。
プ
ラ
ツ

ト
ホ
ー
ム
を
大
股
に
朝
鮮
鳥
が
歩
つ
て
ゐ
る
の
が
何
と
な
く
大
陸
へ
入
つ
た
と

い
ふ
感
じ
を
与
へ
る
。
デ
ツ
キ
に
出
て
東
天
を
拝
す
。
や
が
て
鞍
山
駅
、
車
窓

右
手
下
車
口
に
苦
力
群
が
み
え
る
。
同
じ
列
車
で
大
連
か
ら
来
た
も
の
だ
ら
う
。

彼
等
の
群
が
開
札
口
を
出
放
れ
る
こ
ろ
列
車
も
動
き
だ
す
。
列
車
の
行
手
の
往

ク
ワ
ン
に
添
つ
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
先
行
し
て
地
元
の
職
工
群
が
通
勤
し
て
ゐ
る
。

と
て
も
元
気
い
ゝ
列
は
や
が
て
フ
ミ
キ
リ
に
せ
か
れ
て
先
の
列
てマ

マ

Ｓ
字
形
に
先

へ
延
び
て
ゐ
る
。
事
務
所
正
面
に
す
ひ
こ
ま
れ
て
ゆ
く
。
林
立
す
る
煙
突
、
溶

コ
ウ
ロ
、
建
国
の
大
き
力
が
む
く
〳
〵
煙
を
は
い
て
盛
り
上
る
。
駅
前
満
人
少

年
の
親
切
、
汚
な
い
ポ
ー
タ
ー
が
正
確
、
馬
糞
の
都
、
キ
ビ
〳
〵
し
た
弘
報
、

奉
天
神
社
に
参
り
写
さ
だ
の
や
。
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
に
昼
食
す
。

黄
塵
万
丈
、
解
氷
と
同
時
に
地
に
へ
ば
り
つ
い
て
ゐ
た
。

タ
ン
、
馬
糞
、
大
便
の
類
が
微
塵
と
舞
ひ
上
る
。

奉
天
は
満
洲
一
の
水
質
の
由
。

吉
順
絲
房
に
黄
塵
的
展
望
。

ゴ
ミ
市
を
ほ
つ
つ
き
鋏
を
90
銭
で
買
ふ
。
他
の
店
は
150
銭
。

国
民
服
の
骨
ト
ウ
屋
。

弘
報
気
付
の
手
紙

を
開
く
と
（
三
月
廿

七
日
夜
）
「
北
京

0

0

は

も
う
す
つ
か
り
春

で
す
。
あ
ん
ず
や

桃
は
こ
ゝ
一
週
間

た
ゝ
ず
一
せ
い
に

開
花
し
、
柳
も
漸
く

芽
ぶ
き
そ
め
、
昨
日

は
例
の
蒙
古
風
が

訪
れ
ま
し
た
。
」
四

月
一
日
付
の
に
は

「
東
京
0

0

は
も
う
桜
が

満
開
、
だ
と
い
ふ
に

霜
が
降
つ
た
り
変

な
気
候
で
す
。
う
ち

の
庭
は
今
桃
と
李
が
満
開
、
菜
の
花
も
き
れ
い
。
」

ホテル間取り（4月 9日）
部屋の説明「かがみ／脇側／ベル／インクビン、
黒タン台、カケジク／乱れ籠、洋服カケ二ツ、釘

三ツ（洋服ブラシ）」（右上）、「洗面／デンワ」（下）
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十
四
日（

１
）

か
つ
か
つ
間
に
合
ひ
四
時
二
分
奉
天
発
、
Ｎ
君
見
送
り
、
列
車
満
員
、
列
車
は？

東
へ
進
む
。
樹
木
が
一
よ
う
に
北
に
傾
斜
し
て
ゐ
る
。
鳥
が
群
が
る
。
列
車
は

ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
二
輪
大
車
の
よ
う
に
は
づ
む
。
ゆ
る
い
起
伏
の
丘
は
陵マ

マ

線
を
空

へ
つ
な
い
で
ゐ
る
。
切
妻
形
の
農
家
が
み
え
る
。
土
糞
が
規
則
正
し
く
、
ウ
ネ

は
何
故
カ
ー
ヴ
を
画
く
か
、
水
が
な
い
か
と
思
ふ
と
水
溜
り
も
大
小
と
こ
ろ
〴

〵
に
み
え
る
。
川
が
み
え
る
。
二
米
幅
の
が
と
こ
ろ
〴
〵
。
初
め
て
土
壁
0

0

（
四

隅
に
ほ
ル
イ
の
あ
る
）
を
周
ら
し
た
農
家
を
発
見
、
平
倉
、
家
畜
小
屋
な
ど
、

や
が
て
鉄
嶺
。
給
水
タ
ン
ク
も
め
づ
ら
し
。
鉄
嶺
を
出
放
れ
、
部
落
に
平
房
子

を
み
る
。
堆
肥
の
群
も
初
め
て
、
水
色
の
格
扇
う
れ
し
、
古
塔
は
る
か
、
畑
中

に
三
人
の
百
姓
が
高
梁
で
畑
垣
を
編
ん
で
ゐ
る
。
畑
中
に
長
方
形
の
土
糞
堆
肥

を
発
見
。
初
め
て
老
鮮
農
婦
を
み
る
。
安
価
な
泥
の
切
妻
形
の
家
に
障
子
が
特

色
、
低
い
禿
山
が
迫
り
、
骨
組
中
の
家
な
ど
見
る
。

煙
突
か
ざ
り
も
始
め
て
、
け
じ
め
な
き
大
河
川
上
遙
か
龍
首
山
み

ゆ
。

近
く
列
車
に
沿
つ
て
高
圧
電
柱
現
る
。
鳥
が
巣
を
作
つ
て
ゐ
る
。
（
胸
の
白
い

の
が
カ
サ
ヽ
ギ
、
ゲ
ー
ゲ
ー
と
鳴
く
と
満
人
列
車
ボ
ー
イ
い
ふ
）
最
上
段
で
作

つ
て
ゐ
る
の
が
一
番
多
く
、
二
段
目
へ
作
つ
て
ゐ
る
の
が
二
番
。
こ
の
場
合
は

既
に
上
段
に
先
客
あ
り
、
重
ね
て
中
段
に
作
る
訳
。
最
下
段
へ
作
つ
て
ゐ
る
の

は
見
当
ら
ぬ
。
夫
婦
鳥
、
又
上
段
に
一
匹
が
見
張
る
ご
と
き
も
あ
り
。
枯
枝
を

く
は
え
て
飛
ぶ
鳥
も
み
る
。
列
車
は
東
に
向
つ
て
ゐ
る
。
向
つ
て
右
側
に
電
柱

が
並
ん
で
ゐ
る
。
巣
は
桝
の
東
南
隅
か
ら
始
め
る
ご
と
く
み
ゆ
。

（
１
）
同
日
付
で
、
鉄
道
総
局
弘
報
課
長
か
ら
各
鉄
道
局
総
務
課
（
資
料
係
）
長
・

新
京
支
社
庶
務
課
長
に
あ
て
た
、
柳
瀬
の
視
察
に
関
す
る
手
配
依
頼
文
書
（
柳

瀬
文
庫
267
）
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
翌
日
の
日
記
に
は
新
京
に
て
旅
行
許
可
証

が
出
さ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。

七
本
の
線
の
う
ち
大
部
分
の
鳥
は
巣
の
周
囲
の
骨
柱
以
外
は
最
上
部
の
単
線
の

上
に
止
つ
て
ゐ
る
。
た
つ
た
一
匹
二
段
線
へ
止
つ
て
ゐ
る
の
を
目
撃
し
た
が
、

裸
線
で
あ
つ
た
ら
大
変
だ
と
思
ふ
が
ど
う
し
た
こ
と
か
、
彼
等
の
群
が
止
り
つ

い
ば
み
電
線
障
害
を
起
す
と
い
ふ
。

七
時
四
五
分
暮
る
ゝ
、
点
灯
す
家
な
ど
あ
り
。

し
か
し
い
ま
た
薄
暮
、
日
誌
を
書カ

き
終
え
た
警
務
員
と
話
す
。

南
新
京
駅
で
ト
ツ
プ
り
暮
る
、
新
京
着
八
時
十
五
分
。 

高圧電柱と
マスの平面図
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大
興
ホ
テ
ル
間
取
り
（
４
月
14
日
）

部
屋
の
説
明
「
机
下
に
ホ
ー
グ
カ
ゴ
、
灰
落
し
／
カ
ケ
ジ
／
奥
行
一
尺
三
寸
、
洋
服
ダ
ン

ス
ら
し
く
上
に
一
本
竹
渡
し
あ
れ
ど
フ
ト
ン
類
を
タ
テ
斜
に
入
れ
て
あ
る
。
／
ス
チ
ー

ム
（
ス
チ
ー
ム
の
上
に
浴
衣
を
ほ
ど
い
て
細
長
く
折
た
ゝ
ん
だ
も
の
あ
り
。
乾
燥
ふ
せ
ぎ
）

／
釘
一
本
洋
服
掛
な
し
」
（
上
）
、
「
イ
ス
デ
扉
を
お
さ
へ
て
ゐ
る
／
応
接
セ
ツ
ト
／
洗
面
、

コ
ツ
プ
一
ツ
、
ガ
ラ
ス
台
、
カ
ヾ
ミ
、
下
に
タ
ン
壺
」
（
下
）

八
時
十
五
分
新
京
着
。
社
員
会
の
鈴
木
氏
が
出
迎
へ
て
く
れ
る
。
ヤ
マ
ト
ホ
テ

ル
に
寄
り
山
田
君（

２
）を

訪
ね
あ
つ
け
な
く
ホ
テ
ル
に
引
返
し
、
電
車
に
て
興
安
大

路
の
宿
に
ゆ
く
。
車
中
満
軍
人
と
朋
友
二
人
、
一
人
は
コ
メ
カ
ミ
長
く
、
の
び

〳
〵
た
る
満
人
を
み
る
。
夜
学
の
帰
り
ら
し
満
人
美
術
学
生
、
商
業
生
な
ど
。

起
伏
あ
る
街
は
排
水
に
よ
き
と
か
、
大
き
未
完
成
の
大
都
の
闇
を
ぬ
け
る
。
誰

か
一
人
の
力
強
き
ま
と
ま
り
あ
る
計
画
制マ

マ

を
感
じ
る
こ
と
か
で
き
る
。
鈴
木
に

送
ら
れ
大
興
ホ
テ
ル
15
号
室
に
落
つ
く
、
と
い
ふ
よ
り
荒
々
と
開
け
つ
ぱ
な
し

の
部
屋
、
ソ
マ
ツ
な
れ
ど
一
応
あ
る
も
の
だ
け
は
あ
る
。
洋
服
カ
ケ
な
し
、
釘

一
本
、
汚
れ
た
風
呂
、
汚
れ
た
浴
衣
。
真
裏
を
列
車
音
立
て
ゝ
走
る
に
夜
中
目

醒
め
日
記
整
理
、
二
時
、
小
便
所
は
ヘ
ド
で
三
つ
共
つ
ま
つ
て
ゐ
る
。

十
五
日

曇
り
、
温
か
し
。
二
階
に
水
が
上
ら
ぬ
ら
し
く
廊
下
で
立
騒
ぐ
客
の
荒
々
し
声
、

女
中
の
ゆ
き
ゝ
に
目
醒
む
。
時
に
八
時
。
シ
エ
ー
ド
と
カ
ー
テ
ン
を
引
い
た
が

ま
だ
シ
エ
ー
ド
の
か
ゝ
つ
た
様
な
室
内
、
ガ
ラ
〳
〵
女
中
来
り
電
灯
つ
け
る
。

洗
つ
た
タ
オ
ル
が
カ
ラ
〳
〵
に
幹マ

マ

つ
て
ゐ
る
。
冬
中
封
じ
き
り
の
よ
う
な
物
置

の
通
路
を
通
つ
て
三
階
上
屋
上
に
出
て
、
東
拝
す
。
片
隅
と
こ
ろ
〴
〵
に
残
雪

を
み
る
。
南
新
京
駅
に
近
き
位
置
。
真
裏
を
線
路
が
横
ぎ
り
、
ゴ
ル
フ
場
、
競

馬
場
。
そ
の
方
か
ら
線
路
を
渡
り
、
苦
力
群
が
続
々
フ
リ
分
け
の
荷
を
肩
に
し

て
、
都
心
に
入
り
く
る
。
よ
く
み
る
と
満
人
巡
捕
ら
し
い
の
が
後
部
に
付
そ
つ

て
ゐ
る
。
国
民
服
事
務
服
の
男
女
が
行
交
つ
て
通
勤
。
大
都
は
西
南
に
向
つ
て

ふ
く
ら
ん
で
ゐ
る
。
興
安
大
路
が
ま
つ
す
ぐ
に
中
学
生
が
ヂ
ヨ
ー
ギ
を
引
い
た

よ
う
キ
レ
イ
な
市
区
、
歯
の
ぬ
け
た
よ
う
だ
が
表
面
商
店
街
の
裏
は
住
宅
街
と

い
つ
た
ふ
う
。
一
応
い
ろ
〳
〵
あ
り
方
を
こ
ゝ
ろ
へ
た
街
、
ど
ん
よ
り
黄
ば
ん

だ
た
ゝ
ず
ま
い
の
上
に
要
所
〳
〵
官
庁
や
記
念
光
塔
（
ギ
事
堂
風
な
も
の
目
に

つ
く
）
が
浮
上
つ
て
ゐ
る
。
い
つ
か
粉
雪
降
り
来
り
氷
雨
と
な
る
。
弘
報
主
任

の
永
井
氏
来
る
。
小
軀
実
に
き
び
〳
〵
と
豆
戦
艦
の
名
に
た
が
は
ず
。
氷
雨
を

つ
い
て
ド
ロ
柳
の
大
街
を
ゆ
く
。

お
城
に
行
つ
て
報
道
部
長
に
会
ふ
。
博
識
の
武
人
気
持
よ
し
。
中
谷
氏（

３
）の

研

（
２
）
山
田
清
三
郎
（
一
八
九
六―

一
九
八
七
）
。

（
３
）
中
谷
宇
吉
郎
（
一
九
〇
〇―

一
九
六
二
）
。
物
理
学
者
、
雪
の
結
晶
を
研

究
。
著
書
『
少
国
民
の
た
め
に　

寒
い
国
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
）
に
は
、

柳
瀬
が
こ
の
旅
行
の
際
に
ス
ケ
ッ
チ
し
た
、
満
洲
三
河
地
方
の
白
系
ロ
シ
ア
人
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農
家
の
様
子
が
挿
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

究
に
も
通
じ
車
窓
の
雪
の
結
昌マ

マ

な

ど
撮
つ
て
い
ら
る
ゝ
菅
原
小マ

マ

尉
は

弘
報
用
の
写
真
二
千
枚
を
持
出
し

み
せ
て
下
さ
る
。
永
井
氏
の
腕
で

軍
キ
モ
チ
よ
く
旅
行
許
可
証
下
さ

る
。
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
に
飯
、
支
社

に
て
書
物
な
ど
調
べ
買
ふ
。
リ
ユ

ツ
ク
を
事
務
所
に
預
け
鈴
木
栗
原

氏
と
出
て
う
ろ
つ
き
社
員
宿
泊
所

に
泊
る
。
南
広
場
の
近
く
な
れ
ば

山
田
君
訪
ね
た
が
不
在
。
泊
所
同

宿
一
人
。
星
空
と
な
る
。
一
時
就

寝
。

社員宿泊所間取り（4月 15 日）
部屋の説明「（上部ダケの床）／丸ガク／洋服掛ケ」（上）、
「4 号ガク／洋服場／ホーグカゴ」（下）、「机（テーブ
ル掛あり）、灰皿、ヤカン、湯呑」（左）、「天井高さ二
間シツクイ、アクセントなき壁／ローカ」（右）

 

＊
四
月
一
六
日

十
二
時
十
五
分
ハ
ル
ピ
ン
着
。

別
に
当
に
は
し
て
ゐ
な
か
つ
た
が
こ
ゝ
で
も
出
迎
へ
人
は
な
く
、
手
配
な
ど
ゝ

い
ふ
で
た
ら
め
を
当
に
は
し
て
ゐ
な
い
が
、
先
づ
高
野
さ
ん
に
あ
つ
て
と
、
構

内
か
ら
駅
長
室
へ
の
出
入
を
訪
ね
た
が
、
判
ら
ず
。
表
て
へ
廻
つ
た
が
門
衛
が

つ
き
厳
重
。
駅
長
室
の
観
念
は
リ
ン
〳
〵
音
の
か
ち
合
つ
た
事
務
喧
嘩
の
ク
ワ

ン
境
に
あ
る
も
の
と
思
つ
て
い
た
が
、
古
典
に
艶
光
り
の
す
る
よ
う
な
ゴ
ウ
ク

ワ
な
書
斉
の
よ
う
な
中
に
美
人
物
画
を
ひ
か
へ
カ
ギ
形
の
奥
に
し
づ
も
り
返
つ

て
ゐ
た
が
、
副
局
長
の
名
さ
へ
知
ら
ぬ
ら
し
く
、「
そ
ん
な
の
こ
ゝ
に
居
な
い
ね
」

だ
。
局
の
在
所
を
き
い
た
僕
の
総
て
を
頼
つ
た
気
持
も
い
け
な
い
が
「
こ
の
前

を
真
直
ぐ
上
つ
て
右
へ
折
れ
る
と
直
く
だ
よ
」「
乗
物
は
何
か
あ
り
ま
す
か
」「
自

働
車
は
高
い
ね
」

つ
つ
ぱ
な
さ
れ
た
田
舎
者
は
暫
く
電
車
停
留
所
の
満
人
案
内
人
の
間
を
ゆ
き
ゝ

し
た
が
判
ら
ず
、
漸
く
１
号
電
車
に
の
つ
て
二
銭
出
し
て
笑
は
れ
た
。
二
銭
と

い
つ
た
か
ら
出
し
た
が
二
十
銭
だ
つ
た
。
又
電
車
賃
か
ら
く
る
距
離
の
カ
ン
念

が
な
り
た
ゝ
な
く
な
つ
た
。
が
、
日
本
人
乗
客
が
乗
換
口
で
注
意
し
て
く
れ
た

の
で
す
ぐ
判
つ
た
。
ハ
ル
ピ
ン
の
第
一
象
を
与
へ
た
駅
長
を
ゴ
ウ
マ
ン
な
と
誤

解
し
た
こ
と
は
間
違
い
で
総
て
は
駅
長
の
言
は
れ
る
通
り
、
そ
ん
な
人
間
は
駅

に
不
在
で
、
ハ
ル
ピ
ン
鉄
道
局
は
こ
ゝ
で
あ
り
正
し
く
突
当
つ
て
右
へ
折
れ
た

と
こ
ろ
だ
。
自
働
車
賃
の
高
い
こ
と
だ
つ
て
あ
と
で
直
ぐ
判
つ
た
こ
と
だ
。
高

野
さ
ん
病
気
で
御
不
在
の
た
め
北
方
の
旅
の
第
一
の
プ
ラ
ン
は
く
づ
れ
て
し
ま

つ
た
。
高
野
さ
ん
の
部
屋
へ
弘
報
の
川
瀬
さ
ん
が
迎
へ
に
き
て
く
れ
て
ほ
つ
と

し
た
。
玄
関
口
守
衛
に
二
十
才
位
の
ロ
シ
ア
青
年
が
リ
ユ
ウ
チ
ヨ
ウ
な
日
本
語

で
応
待
し
て
ゐ
る
の
が
偉
観
だ
。

弘
報
の
事
務
に
も
ロ
シ
ア
人
少
女
が
ゐ
る
。
鉄
道
局
ク
ラ
ブ
へ
行
く
途
中
の
通

路
の
柵
が

面
白
い
し
、
小
さ
い
小
屋
の
形
も
面
白
い
。
飾
り
や
柵
の

種
類
を
集
め
る
の
も
興
味
だ
ろ
う
と
思
ふ
。
外
観
の
記
憶
は
す
つ
か
り
な
く
し

た
が
裏
庭
の
土
の
盛
上
り
に
花
壇
の
記
憶
が
少
し
あ
る
。
も
つ
と
大
き
く
豪
し

や
な
も
の
と
思
つ
て
ゐ
た
が
、こ
の
建
築
は
荒
れ
は
て
ゝ
ゐ
る
。
Ｋ
さ
ん
曰
く
、

「
日
本
人
が
く
る
と
泥
靴
で
す
ぐ
き
た
な
く
な
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
人
は
表
と
中
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は
キ
レ
イ
だ
が
横
や
裏
は
き
た
な
い
で
す
。
」

広
間
に
レ
ー
ピ
ン
の
模
写
が
あ
る
。
北
鉄
セ
ツ
シ
ユ
ー
時
の
い
ろ
い
ろ
な
画
が

あ
る
が
中
に
海
の
画
あ
り
。
北
欧
的
な
波
浪
が
岸
を
洗
つ
て
ゐ
る
そ
の
岩
の
斜

面
に
体
を
よ
こ
た
へ
て
ゐ
る
の
は
プ
ー
シ
ユ
キ
ン
だ
。
元マ

マ

作
に
は
こ
の
人
物
な

き
由
な
る
も
元マ

マ

作
者
も
模
作
者
も
不
明
。

ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
に
リ
ユ
ツ
ク
を
置
き
ハ
ル
ピ
ン
日
日
の
落
合
氏（

４
）を

訪
ぬ
。
氏
は

明
日
東
安
に
発
つ
由
な
る
も
開
拓
民
問
題
に
つ
い
て
モ
デ
ル
ン
に
話
し
合
ふ
。

ザ
フ
ス
カ
の
代
用
は
ス
ズ
コ
ネ
ギ
の
ぎマ

マ

ざ
ん
だ
も
の
、
ビ
ー
ル
ジ
ヨ
ツ
キ
二
杯

ウ
オ
ツ
カ
小
ビ
ン
二
本
づ
ゝ
飲
む
う
ち
素
朴
で
静
か
な
こ
の
好
人
物
も
漸
く
口

滑
ら
か
に
な
り
時
を
過
す
。
勉
強
す
る
こ
と
多
し
。
遂
に
馳
走
と
な
る
。
十
時

過
ぎ
て
散
会
。

十
一
時
黒
河
へ
向
け
て
発
つ
。
各
車
満
員
。
写
真
キ
を
封
印
し
て
貰
ふ
。
手
配

な
る
も
の
当
に
な
ら
ず
、
三
等
寝
台
タ
テ
中
段
を
漸
く
と
つ
て
寝
る
。
上
段
は

ス
ノ
コ
の
荷
物
ダ
ナ
、
斜
線
の
ベ
ル
ト
の
中
に
狭
苦
し
、
ス
チ
ー
ム
熱
く
夜
中

眼
ざ
む
。
か
い
ま
み
る
春
の
大
き
星
座
、
綏
化
ら
し
。

（
４
）
落
合
掬
郎
と
い
う
人
物
が
、
昭
和
一
五
、
六
年
ご
ろ
、
ハ
ル
ピ
ン
日
日
新

聞
で
満
洲
の
開
拓
問
題
を
担
当
し
て
い
た
、
と
い
う
随
想
を
残
し
て
い
る
が

（
「
ま
ぼ
ろ
し
の
開
拓
地
」
『
月
刊
あ
き
た
』
第
四
六
号
、
一
九
六
六
年
）
、
特
定

に
い
た
っ
て
い
な
い
。

十
七
日

海
倫
に
目
醒
む
。
（
六
時
半
）
。
快
晴　

温
か
し
？　

明
る
さ
の
錯
覚
か
？　

列

車
は
真
北
に
向
つ
て
ゐ
る
。
デ
ツ
キ
の
口
を
排
し
て
東
天
を
拝
す
。
三
等
寝
。

枯
れ
し
平
原
に
水
平
に
強
く
な
げ
か
け
る
明
る
い
陽
足
。
室
の
ウ
ン
キ
に
ぼ
や

け
た
頭
全
身
引
し
ま
る
。
煙
が
は
る
か
な
と
こ
ろ
へ
長
々
と
影
を
落
し
て
走
る
。

湿
地
帯
、
水
溜
り
が
氷
つ
て
ゐ
る
。
流
れ
も
氷
つ
て
ゐ
る
地
の
窪
み
に
汚
れ
た

雪
が
散
見
す
る
。

村
落
が
み
え
る
。
切
妻
形

（
倉
）
が
中
心
に
み
へ
る
。
家
畜
類
に

目
立
つ
の
は
何
故
か
野
に
放
た
れ
て
豚
、
豚
仔
、
な
ら
べ
る
馬
、
羊
、
牛
、
殊

に
鶏
が
め
だ
つ
。
長
い
冬
が
あ
け
放
れ
た
感
じ
。
野
は
更
に
明
る
さ
を
ま
し
、

土
肥
を
落
し
ゆ
く
牛
車
や
農
耕
の
朝
が
初マ

マ

ま
る
。
処
々
焼
か
れ
た
野
と
オ
ネ
が

ジ
ヨ
ン
ブ
リ
ア
ン
色
の
中
に
濃
カ
ツ
色
だ
。
耕
地
は
整
然
と
焼
野
は
雲
影
の
ご

と
く
、
ゆ
る
い
丘
の
起
伏
に
這
ひ
込
ん
だ
り
し
て
ゐ
る
。
名
も
し
ら
な
い
羽
先

の
白
い
や―

大
き
な
鳥
が
十
羽
一
列
に
逆
行
し
て
ゆ
く
。
と
み
る
ま
に
列
車
後

部
は
る
か
な
と
こ
ろ
を
渡
り
鳥
の
大
群
が
入
交
ひ
Λ

ク
サ
ビ

形
を
縮
め
た
り
ぼ
か
し
た

り
し
な
が
ら
列
車
を
追
越
し
て
ゆ
く
。

土
を
レ
ン
ガ
形
に
か
た
め
た
壁
の
家
。

寒
さ
に
目
醒
め
る
。
水
溜
り
の
氷
は
厚
い
。
す
ぐ
北
安
着
、
駅
の
給
水
口
に
つ

ら
ゝ
を
み
る
。
こ
の
地
方
は
高
原
だ
。
ゆ
る
い
波
の
や
う
な
丘
の
起
伏
の
寄
り

集
つ
て
ゐ
る
地
勢
、
斜
面
は
と
こ
ろ
〴
〵
節
で
か
い
た
よ
う
に
耕
地
の
ウ
ネ
が

流
れ
そ
の
中
に
波
頭
の
よ
う
な
集
落
が
み
え
て
き
れ
い
。
綿
雲
の
影
が
ま
だ
ら

に
草
原
を
そ
め
て
じ
つ
と
動
か
な
い
。
北
安
の
街
は
そ
の
ま
ん
中
に
盛
り
上
つ

て
明
る
い
。
ヒ
ザ
頭
冷
ゆ
。

新
鎮
に
て
初
め
て
鉄
道
自
警
村
を
み
る
。
村
落
の
中
に
白
馬
が
走
つ
て
ゐ
る
。

ト
ラ
ク
タ
ー
の
残
置
さ
れ
た
も
の
を
初
め
て
み
る
。
次
に
こ
れ
よ
り
地
表
に
残
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雪
を
み
る
。
な
れ
ど
地
平
線
は
び
ゞ
れ
て
か
げ
ろ
う

0

0

0

0

が
立
つ
て
ゐ
る
。
尾
山
と

い
ふ
仮
駅
、
右
手
に
部
落
み
え
初
め
て
国
旗
の
ひ
る
が
へ
る
を
み
る
。
樹
木
が

遠
見
に
チ
ラ
ホ
ラ
見
え
そ
め
る
。
野
火
を
み
る
。
タ
イ
シ
ヤ
の
端
と
オ
ー
ク
ル

ジ
ヨ
ン
の
枯
草
の
間
に
フ
レ
ン
チ
バ
ー
ミ
リ
ヨ
ン
に
も
え
て
ゆ
く
火
の
色
は
美

し
い
。
樹
木
ふ
へ
る
。
白
樺
か
美
し
い
。
清
辰
薪
山
積
す
。
粉
雪
チ
ラ
ホ
ラ
、
峽
、

河
、
七
八
寸
幅
の
氷
が
キ
レ
ツ
は
ね
返
つ
て
ゐ
る
。
氷
は
又
堅
く
閉
す
か
と
み

れ
ば
音
た
て
流
る
あ
り
。
解
氷
す
る
清
洌
な
水
の
行
手
ア
ム
ー
ル
に
そ
ゝ
ぐ
や
、

消
え
て
な
く
な
る
河
と
も
き
く
。
岸
に
は
柳
の
芽
が
ポ
ツ
ト
赤
ら
ん
で
群
生
し

猫
が
銀
色
に
光
る
。
マ
ダ
ラ
晴
れ
。
準
平
原
地
帯
を
ゆ
く
。

ト
ン
ネ
ル
を
出
る
と
始
め
て
黄
一
色
の
中
に
針
葉
樹
を
み
る
。
沿
線
に
子
供
た

ち
が
ネ
コ
柳
の
束
を
か
ゝ
え
て
ゐ
る
。
あ
と
は
潮
の
ひ
い
た
後
の
よ
う
な
平
原

が
永
く
永
く
単
調
に
つ
ゞ
き
、
陽
は
西
の
丘
に
赤
々
と
入
る
。

黒
河
着
、
八
時
二
五
分
。
暗
い
辺
端
の
駅
。
駅
長
旅
行
不
在
、
手
配
な
し
、
と

の
こ
と
。
最
後
の
電
々
？
の
ト
ラ
ツ
ク
に
便
乗
、
寒
風
を
き
る
。
途
中
故
障
な

ど
あ
り
、
泥
濘
の
暗
き
町
に
入
る
。

　
　
　

旅
館

、
「
夜
の
宿
」
の
如
き
階
段
を
上
り
落
ち
折
れ
曲
り
て
部
屋
に
つ

く
。
発
電
所
の
故
障
と
か
で
ロ
ー
ソ
ク
を
立
て
る
。
マ
ツ
チ
も
面
白
し
。
や
ゝ

冷
え
、
う
た
ゝ
ね
に
あ
は
て
ゝ
灯
を
消
す
。

一
人
270
円　

四
人
720

十
八
日　

快
晴
、
温
か
し

裏
屋
根
の
煙
突
、
朝
空
に
浮
き
出
て
美
し
。
思
つ
た
ほ
ど
汚
れ
た
部
屋
で
な
し
。

満
日
の
新
納
氏
を
再
三
訪
ね
て
留
守
、
独
り
ア
ム
ー
ル
の
岸
に
出
る
。
あ
ゝ
ブ

ラ
ゴ
ヴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス
ク
、
指
呼
の
間
に
あ
り
。
兵
舎
立
並
び
河
下
に
向
ひ
て

稠チ
ヨ
ウ
ミ
ツ

密
、
煙
突
の
煙
さ
か
ん
な
り
。
シ
ベ
リ
ア
に
展
が
る
空
う
ら
ゝ
か
し
。
結
氷

し
左
河
面
は
真
白
く
平
板
、
中
間
に
氷
ま
く
れ
て
連
り
自
づ
と
国
境
線
の
ご
と

し
。
ブ
リ
キ
ク
ワ
ン
を
天
ビ
ン
棒
に
砕
氷
し
水
汲
む
あ
り
。
街
も
人
も
春
光
に

溶
け
て
光
り
た
る
も
の
な
し
。
江
岸
に
そ
ひ
砂
利
混
り
の
岸
を
散
歩
し
ゆ
く
日

本
婦
人
の
姿
な
ど
あ
り
、
柵
も
鉄
条
網
も
看マ

マ

視
の
目
も
な
く
い
さ
ゝ
か
唖
然
た

り
。
な
れ
ど
自
戒
し
自
ら
国
民
意
識
の
真
底
に
厳
と
せ
し
国
境
線
あ
り
、
み
だ

り
に
入
る
べ
か
ら
ず
、〔
か
ゝ
る
自
由
解
放
〕
み
る
べ
か
ら
ず
早
々
街
に
引
返
す
。

新
納
氏
未
だ
帰
ら
ず
。
ビ
ユ
ー
ロ
ー
を
み
つ
け
て
案
内
し
て
貰
ふ
。
ま
づ
○
○

○
○
〔
黒
河
神
社
、
〕
こ
ゝ
よ
り
涸
れ
た
る
対
岸
更
に
よ
く
み
ゆ
。
飛
行
器マ

マ

の

飛
ぶ
み
ゆ
。
着
陸
す
る
姿
勢
ま
で
。
黒
河
省
、
満
拓
を
訪
ぬ
、
支
所
長
清
水
さ
ん
、

○
○
〔
防サ

キ
モ
リ人

〕
開
拓
団
〔
（
最
北
端
開
拓
団
）
〕
見
学
を
す
ゝ
め
ら
れ
し
も
次
回

に
ゆ
づ
る
こ
と
ゝ
す
。
案
内
氏
に
昼
食
を
あ
げ
る
べ
く
ロ
シ
ア
カ
フ
エ
（
フ
ラ

ン
ス
式
）
に
入
る
。
ヤ
サ
イ
サ
ラ
ダ
と
ス
ー
プ
と
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
四
品
八
円

九
十
銭
。

新
納
氏
帰
ら
ず
独
り
○
○
○
○
に
至
り
弘
報
の
許
可
を
得
、
案
内
し
て
頂
き
○

○
○
○
○
に
ゆ
く
。
入
庫
し
た
許
り
の
防
寒
具
を
〔
特
務
伍
長
氏
に
〕

（
５
）

つ
け
て

貰
ひ
鉄
条
網
を
背
に
雪
の
中
へ
立
つ
て
頂
き
写
生
す
る
。
夕
陽
に
近
く
実
に
ソ

ウ
重
な
る
塑
像
。
○
○
○
長
の
案
内
で
○
○
を
見
せ
て
頂
き
辞
す
。
簡
素
厳
冬

（
５
）
こ
の
あ
と
伏
せ
字
で
記
さ
れ
た
「
○
○
○
長
」
は
、
「
特
務
伍
長
」
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
伏
せ
字
は
不
明
で
あ
る
。
要
塞
な
ど
の
軍
事
機
密
に

関
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
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を
想
い
涙
な
が
る
。
わ
が
仕
事
の
出
発
点
こ
ゝ
に
あ
り
肚キ

モ

に
め
い
ず
。
未
だ
早

け
れ
ど
宿
に
帰
る
。
新
納
氏
留
守
に
来
し
よ
し
。
部
屋
階
下
に
移
転
、
同
じ
な

れ
ど
広
き
感
じ
、
早
寝
す
。
十
二
時
頃
酒
気
を
帯
び
て
新
納
氏
現
る
。
一
時
間

余
話
し
こ
む
。

格
扇
未
だ
見
ら
ね
ど
窓
ガ
ラ
ス
に
防
爆
紙
の
模
様
あ
り
。

（
の
き
）

飾
り
に
面
白
き
も
の
あ
り
。
ド
ロ
の
並
木
美
し
（
幹
白
し
）
。
氷
解
で
デ
イ
ネ
イ
。

ブ
タ
親
子
街
に
ヂ
ヤ
ボ
〳
〵
遊
ぶ
。

（
満
人
の
家
）

露
路
氷
り
て
う
づ
高
し
。
便
所
（
二
階
は
三
間
位
の
深
さ
）
下
一
間
位
に
ピ
ラ

ミ
ツ
ド
形
に
氷
り
て
と
が
る
。
洗
面
の
水
に
モ
ヤ
シ
の
尻
尾
あ
り
。

間
取
り
（
４
月
18
日
）

　

部
屋
の
説
明
「
コ
ワ
レ
タ
洋
服
掛
／
釘
一
ツ
／
マ
ド
／
ヒ
割
レ
タ
練
瓦
／
ナ
ラ
ヌ
呼
鈴
」

（
上
）
、「
壁
ペ
チ
カ
」（
中
央
）
、「
マ
キ
置
場
」（
右
下
）
、「
緩
和
板
（
鉄
）
、
横
ブ
リ
キ
」（
左
下
）

四
月
十
九
日
（
日
）

曇　

寒
冷
。
モ
ヽ
引
を
重
ね
出
る
。
風
あ
り
、
街
は
黄
塵
に
け
ぶ
る
。

新
納
氏
、
武
田
氏
を
待
ち
て
十
時
半
出
発
、
黒
河
神
社
に
参
拝
、
ジ
ユ
ン
ナ
ン

者
の
碑
参
拝
、
碑
背
面
に
一
九
一
六
年
ブ
ラ
ゴ
エ
の
反
革
義
勇
軍
に
投
じ
ジ
ユ

ン
死
せ
し
六
柱
な
し
。
望
遠
鏡
に
て
対
岸
を
つ
ぶ
さ
に
視
る
。
ド
ロ
樹
の
上
に

看
視
小
屋
の
如
き
鳥
の
巣
あ
り
。
マ
ツ
チ
を
借
る
べ
く
入
り
し
満
人
の
家
が
豆

腐
製
造
所
に
て
ロ
バ
が
引
ウ
ス
を
引
い
て
ゐ
る
。
馬
三
匹
仔
馬
一
匹
、
井
戸
の

あ
る
家
畜
小
屋
に
入
り
て
収
録
す
る
。
仔
馬
尻
を
よ
せ
て
け
り
あ
げ
た
り
か
み

つ
く
。
十
二
人
の
寝
室
列
車
の
如
く
中
に
テ
ー
ブ
ル
あ
り
。
豆
乳
に
茶
糖
を
入

れ
て
大
椀
に
飲
む
、
勿
体
な
け
れ
ど
残
す
。
ウ
ー
ラ
ー
を
は
い
た
ヂ
ヤ
ン
グ
イ

金
を
と
ら
ず
「
漫
々
的
再
来
」
。

江
岸
を
下
る
。
総
て
こ
れ
木
材
の
町
輪
船
ま
で
テ
ス
リ
そ
の
他
木
材
、
壁
、
屋

根
、
驚
く
こ
と
に
木
材
の
煙
突
あ
り
。
火
事
多
き
町
な
れ
ば
焼
跡
多
し
。
焼
跡

の
残
骸
に
壁
ペ
チ
カ
の
残
る
み
ち
る
。
一
九
二
三
年
民
国
十
二
年
八
月
黒
河
水

量
処
の
立
札
あ
り
。
英
、
支
、
露
語
で
表
は
さ
る
。
よ
く
ぞ
残
れ
る
。
ハ
シ
ゲ

タ
ま
で
引
つ
ぺ
が
し
て
タ
キ
モ
ノ
に
持
去
る
、
満
人
に
し
て
、
是
非
今
の
う
ち

保
護
さ
れ
た
し
。
江
岸
路
氷
解
け
初
め
て
道
路
飛
び
〳
〵
ゆ
く
。

警
察
訓
練
所
の
中
に
丸
太
建
三
階
の
テ
ン
ケ
イ
的
ロ
シ
ア
建
築
あ
り
。
望
樓
に

登
り
て
対
岸
を
み
る
。
兵
舎
た
ち
並
び
下
に
至
り
欧
風
建
物
民
家
に
至
る
ら
し
。

無
人
の
風
景
さ
み
し
と
懸
命
に
探
視
す
。
ゐ
る
〳
〵
哨
兵
の
柵
に
よ
る
あ
り
、

も
つ
れ
離
れ
対
話
す
る
ら
し
兵
、
三
々
伍
々
行
き
ゝ
す
る
あ
り
。
隊
列
を
組
み

て
兵
舎
の
間
を
消
ゆ
る
あ
り
。
バ
ス
あ
り
、
馬
車
あ
り
、
江
岸
を
二
人
将
校
と

兵
卒
巡
視
す
る
あ
り
。
公
園
ら
し
き
処
に
子
供
ら
混
り
て
戯
る
あ
り
。
海
水
浴
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場
ダ
ツ
衣
所
建
造
中
ら
し
く
働
く
人
も
み
ゆ
。
ザ
ン
壕
堀
り
周
ら
さ
れ
、
ト
ー

チ
カ
ら
し
き
も
あ
り
。
鉄
条
網
江
岸
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
る
、
濃
く
う
す
く
な
る
。

奥
に
直
線
に
の
び
て
る
大
き
並
木
路
を
自
働
車
、
女
も
み
ゆ
と
の
こ
と
な
れ
ど

遂
に
見
出
さ
ず
、
赤
、
黄
、
グ
レ
の
建
物
、
白
亜
の
上
に
赤
き
旗
ひ
る
が
へ
る
。

重
慶
の
旗
も
み
ゆ
と
か
。
海
蘭
公
園
に
ゆ
く
。
材
木
廠
か
ら
洲
に
渡
り
て
ブ
ラ

ゴ
エ
愈
々
近
し
。
下
萌
え
、
猫
柳
の
林
に
入
り
枯
草
に
寝
そ
べ
る
。
音
楽
、
唄

声
な
ど
き
ゝ
温
き
陽
の
中
に
ま
ど
ろ
む
。
軒
飾
り
紋
様
を
集
収
し
つ
ゝ
教
会
に

至
る
。
若
き
露
人
牧
師
、
中
の
飾
り
も
独
特
な
り
。
近
く
の
露
人
老
医
師
の
家

に
て
、
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
馳
走
に
な
る
。
六
十
一
才
ク
リ
ヤ
ジ
フ
氏
二
十
一
年
間

の
生
活
を
そ
の
上
の
船
舶
の
多
か
り
し
こ
と
な
ど
、
軽
き
ユ
ー
モ
ア
を
交
へ

仲
々
社
交
家
な
り
。
各
室
を
案
内
し
く
る
。

支
那
式
ロ
シ
ア
料
理
店
東
洲
飯
店
に
馳
走
と
な
る
。
パ
ン
（
実
に
金
満
）
ス
ー
プ
、

（
麺
条
湯
）
ウ
ド
ン
ス
ー
プ
、（
牛
肉
餅ピ

ン

）
コ
ロ
ツ
ケ
、（
煎
鮮
魚
）
サ
カ
ナ
フ
ラ
イ
、

（
俄
斯
克
酒
）
ウ
オ
ツ
カ
の
メ
ニ
ユ
ー
も
面
白
く
、
ウ
オ
ツ
カ
代
り
一
本
、
コ

ロ
ツ
ケ
代
り
二
枚
（
二
人
分
）
以
上
貰
つ
て
十
円
、
メ
イ
テ
イ
、
マ
ン
プ
ク
す
。

外
観
、
内
部
と
も
純
支
那
風
、
看
板
に
牛

ギ
ユ
ー
ニ
ユ
ー

奶
、

氷
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

糕

、
点ケ

ー

キ心
、
啤ビ

ー

ル酒
な
ど

ふ
り
仮
名
の
あ
る
も
面
白
し
。
十
一
時
過
ぎ
帰
舘
す
。
名
残
り
に
と
暗
の
江
岸

に
ブ
ラ
ゴ
エ
を
み
て
み
る
。
兵
舎
そ
の
他
六
七
箇
処
灯
る
。
そ
の
後
方
に
ポ
ツ

ト
明
る
め
る
箇
所
三
ケ
所
あ
り
。
民
家
は
後
部
に
密
集
し
点
灯
し
て
ゐ
る
な
ら

ん
。
後
ろ
山
に
三
日
の
月
赤
し
。
夜
気
至
ら
ず
温
暖
、
河
は
暗
け
れ
ど
お
だ
や

か
、
平
和
進
チ
ユ
ウ
の
日
を
国
力
と
共
に
祈
る
。
こ
の
日
本
土
空
襲
の
ニ
ユ
ー

ス
を
き
く
。

調
度
の
家
具
類
の
配
置
な
ど
実
に
う
ま
い
、
こ
れ
は
シ
シ
ユ
ウ
（
毛
）
の
手
芸

品
で
も
言
へ
る
が
（
各
部
屋
部
屋
に
妻
君
手
製
の
も
の
充
つ
）
、
民
族
の
教
養

で
あ
り
民
族
的
な
臭
ひ
の
高
い
も
の
だ
。
野
菜
の
貯
蔵
庫
が
床
下
一
間
位
、
幅

広
の
梯
子
あ
り
。
柔
和
な
妻
君
と
娘
一
人
、
（
三
人
の
子
供
、
二
番
目
の
妻
君

は
ロ
シ
ア
領
地
で
日
本
人
で
あ
り
し
由
）
も
つ
と
沢
山
子
供
を
造
り
た
か
つ
た

が
教
育
キ
関
が
な
い
の
で
制
限
せ
し
よ
し
。
庭
の
一
角
に
柿
の
木
（
ム
シ
ロ
で

巻
き
つ
ゝ
む
）
シ
ヤ
ク
ヤ
ク
な
ど
大
切
に
育
て
ゝ
ゐ
る
。

毛
製

赤
い
玉
と
ク
サ
、
地
は
別
色

四
月
二
十
日　

曇　

う
す
陽
さ
す
。

七
時
過
目
醒
め
リ
ユ
ツ
ク
を
ま
と
め
て
外
出
、
江
岸
に
出
て
み
る
、
河
下
ブ
ラ

ゴ
エ
の
方
雪
模
様
の
ご
と
青
く
け
ぶ
る
。
朝
の
河
面
を
渡
り
兵
の
歓
声
き
こ
ゆ
。

宿
に
リ
ユ
ツ
ク
な
く
、
ポ
ー
タ
ー
持
ゆ
き
し
由
。
壁
ペ
チ
カ
収
録
、
新
納
氏
と

馬
車
で
駅
に
出
る
。
半
島
人
ポ
ー
タ
ー
の
醜
怪
二
円
す
て
や
る
。
十
時
四
十
分

発
車
、
国
境
の
ド
テ
を
ゆ
る
や
か
に
列
車
は
下
る
。
平
坦
な
る
野
を
進
む
丘
坂

を
ゆ
く
。
あ
と
陵
線
丘
の
波
を
昨
日
に
変
ら
ず
逆
行
す
。
○
○
多
く
駅
々
に
下

り
た
ら
ま
た
入
か
は
る
、
全
で
○
○
列
車
。
南
下
す
る
は
速
く
う
つ
ら
う
つ
ら

寝
て
は
醒
む
。
孫
呉
を
過
ぎ
し
も
知
ら
ず
、
龍
鎮
に
暮
る
ゝ
（
八
時
過
た
れ
ど

ス
タ
ン
プ
の
捺
跡
を
確
か
む
る
ほ
ど
明
る
し
）
。
北
安
よ
り
細
雨
。
合
作
社
辺
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り
出
張
帰
り
の
青
年
の
武
勇
談
隣
席
に
賑
か
、
寝
台
車
に
転
ず
る
人
々
つ
ぎ
て

車
中
遂
に
閑
散
、
横
た
は
る
。

猫
一
疋

国
境
す
ア
ム
ー
ル
解

と

氷
け
ず
つ
ち
ふ
れ
る

つ
り
ふ
り
て
国
境
両
都
け
ぶ
り
た
り　

下
萌
え
の
ア
ム
ー
ル
の
洲
に
寝
返
り
ぬ　

江
岸
都
ド
ロ
楚
々
と
立
ち
鳥
巣
あ
り　

凍
て
返
り
ア
ム
ー
ル
の
底
激
流
す　

ア
ム
ー
ル
の
氷
り
て
ね
む
る
春
の
闇　

江
岸
の
白
亜
の
赤
旗
さ
へ
い
て
返
る　

赤
兵
の
出
つ
入
る
江
岸
に
春
浅
し　

春
未
だ
氷
河
横
た
は
る
赤
き
街　

ブ
ラ
ゴ
エ
の
声
間
近
な
る
雪
解
け
ず　

国
境
の
中
洲
に
柳
猫
光
る 

　

残
雪
の
連
峰
国
境
越
え
て
先

砲
帯マ

マ

鏡
春
の
櫓

ヤ
グ
ラ

に
赤
都
に
覗
る

唄
声
の
ア
ム
ー
ル
を
越
え
渡
り
く
る　

春
の
児
ら
ア
ム
ー
ル
越
え
て
赤
都
な
る　

ア
ム
ー
ル
の
氷
す
れ
〳
〵
春
の
ト
ビ　

ア
ム
ー
ル
の
白
く
と
ざ
せ
る
ト
ビ
低
し 

　

果
て
ず
野
に
野
火
は
人
家
の
ご
と
く
暮　

国
境
に
近
き
丘
な
り
野
火
進
む
止
ま
ず　

黒
き
野
を
山
の
端
野
火
は
も
え
止
ま
ず　

燃
え
燃
え
て
北
辺
の
旅
野
火
つ
き
ず　

蔦
屋
旅
館

丘
陵
つ
づ
く
に
湿
地
帯
な
り
、
北
辺
に
至
る
ほ
ど
雪
な
ど
残
れ
ど
、
山
を
下
り
、

河
岸
に
近
き
地
帯
は
温
暖
ら
し

凍
て
返
る
黒
河
赤
軍
入
れ
し
め
ず（

６
）

春
浅
し
国
境
越
え
て
丘
展
け
る　

蔦
屋
旅
館
間
取
り
（
４
月
20
日
）

（
６
）
四
月
二
〇
日
、
二
二
日
に
詠
ま
れ
た
俳
句
の
な
か
か
ら
数
句
が
、『
鶏
頭
』

一
九
四
二
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
『
句
集　

山
の
絵
』
が
文
化
再

出
発
の
会
出
版
部
よ
り
約
二
円
で
出
版
さ
れ
る
計
画
が
あ
っ
た
が
（
「
近
刊
予

告
」
『
文
化
組
織
』
一
九
四
二
年
一
二
月
号
）
、
頓
挫
し
た
。
日
記
に
詠
ま
れ
た

句
も
い
く
つ
か
こ
こ
に
収
録
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
（
『
山
の
絵―

―

柳
瀬
蓼

科
句
集
』
非
売
品
、
二
〇
〇
七
年
、
参
照
）
。
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馬
車
的
春
の
国
境
シ
ユ
バ
ー
な
る

猫
柳
つ
け
て
一
隊
兵
ゆ
け
る

浅
春
の
国
際
列
車
兵
み
た
す　

国
境
の
鉄
網
に
話
す
兵
の
春　

残
雪
の
上
に
哨
兵
を
モ
デ
ル
と
す　

一
線
の
兵
涙
垂
る
返
る
寒

右頁：壁ペチカとペチカの構造
「タキ口→煙突／この式は不可、上ダケ温まる」の説明。

左頁：黒河雑貨屋の爆風紙意匠
　「農村にはハネツルベアリ／格扇はたゞ二つみしのみ。警

察訓練所、ロシア人医師の家、満人農家に散見す。」と記載。

　なお、これ以降のスケッチと俳句は手帳サイズの紙片に記

されたもの。

隊
長
に
兵
舎
次
々
余
寒
厳

国
境
に
向
ひ
て
劔
す
春
夕
陽　

結
氷
す
ア
ム
ー
ル
砕
き
春
の
水
く
む　

水
し
ろ
の
ア
ム
ー
ル
近
し
流
れ
ゆ
く　

桟
橋
に
解
け
解
け
残
る
春
氷　

結
氷
の
岸
を
な
ぶ
り
て
春
の
水　

ペチカと壁ペチカ正面図
　ペチカには「風穴（他に穴なし）薪を上から入れる／宿

の前の食堂にて／ブリキ張り・台／レンガ」の説明。
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洋
々
と
春
野
果
て
ず
北
の
旅

チ
エ
ホ
フ
に
遊
ぶ
や
春
の
露
人
宅　

春
の
猫
調
度
と
ゝ
の
ひ
露
人
宅　

露
人
宅
ス
ラ
ヴ
シ
シ
ウ
の
色
こ
ゆ
し

 

　つ
ち
ふ
り
き
国
境
黒
河
ぬ
り
つ
ぶ
せ
り　

た
ち
舞
ひ
て
黄
塵
国
境
ぬ
り
つ
ぶ
せ
り

「
満
人
生
活
必
需
品
、
ナ
ベ
、
シ
ャ
ク
シ
、
刀
、
セ
イ
ロ
（
ナ
ベ
付
）
、
茶
碗
、
皿
、
ハ
シ
」

の
記
載
。

　

こ
の
ほ
か
、
上
部
に
「
満
拓
公
社
黒
河
出
張
所
、
黒
河
北
緯
52
度
？
カ
バ
フ
人
境
以
北
」
、

左
頁
に
「
水
質
悪
く
茶
し
ほ
か
ら
し
。
風
呂
で
石
鹸
が
解
け
ぬ
。
河
水
で
茶
を
た
て
る
と

う
ま
い
。
風
呂
水
も
河
水
で
た
て
る
と
や
は
ら
か
く
石
鹸
が
と
け
る
。
／
建
築
技
師
は
露

人
。
ビ
ー
ル
会
社
四
隅
に
防
樓
あ
り
。
」
と
記
載
。

右頁：壁ペチカの平面・側面・レンガ組方
　　　壁ペチカの平面図には「レンガノフタ」の説明。

左頁：ナベ　

四
月
二
十
一
日

ボ
ー
イ
に
ゆ
り
起
さ
れ
て
四
時
二
五
分
緩マ

マ

化
下
車
、
未
だ
暗
し
。
氷
雨
、
風
出

で
後
雪
と
な
る
。
二
時
間
近
く
を
如
何
に
せ
ん
と
思
ひ
し
も
、
待
合
室
に
過
し
、

満
人
農
夫
た
ち
を
ス
ケ
ツ
チ
し
て
過
せ
ば
瞬
時
な
り
き
。
群
り
巻
き
て
彼
等
も

嬉
々
た
り
。
自
ら
一
尺
の
正
面
に
近
み
て
モ
デ
ル
を
申
出
る
あ
り
。
布フ

ト

ン団
の
中
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味
面
白
し
（
ス
ケ
ツ
チ
あ
り
参
照
）
、
デ
ツ
キ
に
東
拝
す
。
停
車
時
永
く
発
車

せ
し
を
知
ら
ず
ま
ど
ろ
む
。
龍
船
に
目
醒
む
。
地
平
雨
に
煙
り
て
野
の
海
を
ゆ

く
。
こ
の
地
方
殆
ど
耕
地
さ
れ
ざ
る
な
く
、
遠
く
切
妻
型
の
農
家
聚
落
を
散
見

す
。

朝
食
（
ハ
ム
オ
ム
レ
ツ
）
（
メ
シ
）
（
紅
茶
）
一
円
五
銭
、
内
地
の
倍
値
。

新
京
発
車
後
同
席
せ
し
か
の
満
人
、
協
和
会
服
で
食
堂
に
入
る
を
み
る
。
満
人

助
役
の
慶
城
を
離
る
ゝ
あ
り
。
日
満
飽
和
風
景
を
み
る
。

水
す
れ
〳
〵
の
湿
地
帯
つ
ゞ
く
、
平
均
８
．
６
寸
の
地
下
に
隠
見
す
る
水
、
高

き
も
二
尺
以
下
か
。
畑
の
ウ
ネ
の
間
に
と
こ
ろ
〴
〵
空
光
る
。
又
内
地
風
な
不

規
自
在
な
る
ウ
ネ
、
こ
の
地
方
で
こ
の
旅
に
初
め
て
み
る
。
水
田
な
ら
ん
、
鮮

農
の
部
落
ら
し
き
も
の
を
求
め
ど
雨
に
判
明
せ
ず
。

駅
な
き
と
こ
ろ
に
停
車
す
、
の
ぞ
け
ば
車
窓
左
手
に
間
近
く
開
拓
部
落
を
み
る
。

円
倉
並
び
か
細
い
見
張
り
の
ヤ
グ
ラ
立
て
り
。
ト
ラ
ツ
ク
の
尻
の
み
え
る
小
屋

も
あ
り
、
ひ
弱
し
。
機
械
農
場
ら
し
、
壁
の
上
塗
落
ち
し
ド
ロ
の
家
（
外
形
は

満
人
風
）
建
築
の
ヒ
弱
き
骨
組
を
も
み
る
。
こ
の
湿
地
帯
に
保
健
を
気
つ
か
ひ

て
見
送
る
。
開
拓
団
青
年
二
人
ホ
ウ
バ
の
下
騎
を
つ
つ
か
け
て
雨
の
中
に
見
送

つ
て
ゐ
る
、
顔
明
る
く
ほ
つ
と
な
る
。

鉄
山
包
十
時
七
分
着
、
雨
激
し
。
駅
厳
重
に
し
て
駅
長
室
に
入
る
を
得
ず
。
駅

前
に
満
拓
事
務
所
あ
り
と
き
ゝ
し
も
見
当
ら
ず
馬
車
出
払
は
ん
と
す
る
た
め
青

年
（
満
州
房
産
出
張
員
と
出
迎
へ
の
現
場
青
年
？
）
と
同
乗
、
街
は
一
里
、
満

拓
事
務
所
は
そ
の
街
中
に
あ
り
と
き
く
、
驚
か
ず
。
駅
前
と
き
ゝ
て
下
車
せ
し

人
の
広
バ
ク
た
る
平
野
に
さ
へ
ぎ
る
物
な
く
五
里
六
里
を
ゆ
き
て
事
務
所
に
た

つ
し
更
に
き
ゝ
て
目
的
の
部
落
に
入
る
と
か
。
三
間
巾
以
上
の
道
路
な
れ
ど
ぬ

か
る
み
て
ひ
ど
し
氷
雨
の
つ
ぶ
て
ま
つ
向
、
南
満
の
馬
車
と
違
ひ
踏
台
な
く
四

角
の
枠
の
中
に
腰
掛
あ
る
の
み
、
輪
を
ふ
み
て
飛
込
む
、
ジ
ク
心
の
外
に
一
本

足
を
の
せ
る
に
足
る
金
棒
横
た
は
る
。
踏
み
外
さ
ん
か
泥
濘
の
中
に
引
き
つ
ぶ

さ
れ
ん
。
街
の
入
口
い
か
め
し
く
下
り
て
徒
歩
、
湿
地
の
中
の
街
な
り
。
満
人

家
屋
風
に
ド
ロ
造
り
草
ぶ
き
ヤ
ネ
。
と
け
て
傾
け
る
ご
と
き
家
な
ど
あ
れ
ど

何
々
ホ
テ
ル
、
何
々
料
理
店
な
ど
の
看
板
も
見
え
賑
か
、
黒
カ
バ
ン
協
和
服
の

長
靴
の
ハ
ゲ
の
幹
部
ら
し
き
オ
ヤ
ヂ
と
連
れ
だ
つ
。
ヂ
ヤ
ノ
目
を
さ
し
、
意マ

マ

裳

の
包
を
か
ゝ
へ
し
芸
者
連
れ
だ
つ
。
黒
塗
の
ア
シ
ダ
を
キ
ヨ
ウ
ウマ

マ

に
歩
み
ゆ

く
。
商
品
の
窓
に
の
ぞ
き
て
満
人
商
店
な
ど
交
り
ぬ
か
る
み
に
浮
け
る
町
活
気

あ
り
。
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ツ
シ
ユ―

―

に
は
か
街
、
開
拓
団
に
よ
つ
て
開
か
れ
し
街
。

街
の
中
心
に
歓
迎
塔
た
ち
「　
　
　
　
　

」
な
ど
ゝ
あ
る
。
満
拓
出
張
所
長
松

宮
氏
気
持
よ
く
迎
へ
く
る
。
手
配
な
ど
な
く
、
こ
の
点
お
役
所
向
の
手
配
は
既

に
あ
き
ら
め
お
れ
ば
苦
に
な
ら
ず
、
松
宮
氏
の
長
講
拝
聴
の
う
ち
に
ト
ラ
ツ
ク

の
用
意
な
り
。
好
意
に
乗
り
て
松
宮
氏
案
内
に
て
韓
家
開
拓
団
本
部
に
ゆ
く
。

チ
エ
ー
ン
を
巻
け
る
車
輪
度
々
ス
リ
ツ
プ
す
。
六
キ
ロ
の
地
点
平
地
を
昇
る
ゆ

る
き
陵
線
の
上
に
聚
落
あ
り
、
鉄
レ
イ
至
る
と
こ
ろ
、
道
路
の
広
さ
だ
け
は
堂
々

と
し
て
ゐ
る
。
而
し
雨
気
河
の
氾ハ

ン
ラ
ン濫

で
沈
没
し
去
る
よ
し
、
道
路
の
雨
側
に
一

間
幅
の
灌
水
路
整
然
と
空
を
う
つ
す
。
途
中
落
雷
に
屋
根
の
抜
け
し
家
な
ど
あ

り
。
屋
根
草
は
げ
お
り
、
こ
の
地
方
風
強
き
由
、
学
校
帰
り
の
開
拓
団
児
童
に

あ
ふ
。
一
人
、
三
人
凝
り
て
カ
ツ
パ
を
か
ぶ
り
ゆ
く
な
ど
、
先
に
は
橋
下
に
雨

宿
り
し
ト
ラ
ツ
ク
を
止
め
て
便
乗
を
求
め
し
か
み
さ
ん
な
ど
、
ま
づ
開
拓
民
の

明
る
い
純
朴
な
顔
う
れ
し
。ド
ロ
を
固
め
つ
み
し
土
壁
め
ぐ
ら
す
本
部
に
入
る
、

団
長
留
守
。
幹
部
の
人
達
の
案
内
で
見
学
す
る
。
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二
家
族
家
屋
、
診
療
室
、
学
校
、
合
宿
所
、
共
同
炊
事
風
呂
場
、
家
畜
小
屋
、

乳
牛
種
馬
小
屋
、
鍛
治
小
屋
、
テ
イ
テ
ツ
小
屋
、
事
務
所
脇
に
消
費
ハ
ン
売
所
、

サ
ケ
・
カ
ニ
の
カ
ン
ヅ
メ
な
ど
あ
り
品
豊
富
、
井
戸
、
便
所
（
ベ
ニ
ヤ
張
り
メ

ヅ
ラ
シ
）
は
外
、
冷
下
四
十
度
を
越
へ
る
、
雨
中
に
豚
三
々
五
々
食
ひ
あ
さ
る
。

こ
ゝ
す
ら
ま
る
で
湿
地
の
部
落
、
幹
部
室
は
四
部
屋
一
家
屋
、
二
部
屋
づ
ゝ
壁

ペ
チ
カ
を
中
に
分
る
。
二
部
屋
の
シ
キ
リ
は
キ
レ
イ
な
建
具
の
障
子
、
畳
敷
、

机
あ
り
書
物
類
、
調
度
品
、
然
る
べ
く
、
一
間
は
ペ
チ
カ
、
一
間
は
燗

オ
ン
ド
ル。

合
宿

の
ユ
カ
の
落
ち
た
凸
凹
の
ア
ン
ペ
ラ
敷
ド
ロ
壁
、
ツ
リ
棚
の
殺
風
景
と
想
ひ
合

す
。
帰
途
ト
ラ
ツ
ク
を
寄
せ
て
野
菜
貯
蔵
庫
を
み
せ
て
貰
ふ
。
二
間
深
さ
一
間

盛
土
、
中
五
坪
位
の
よ
し
、
上
部
に
入
口
あ
り
。
松
宮
氏
斜
面
形
、
野
菜
の
つ

め
込
方
な
ど
指
導
す
。
醸
造
庫
を
み
せ
て
貰
ふ
。
戸
を
あ
け
し
た
め
紙
張
り
の

窓
が
ぱ
り
〳
〵
い
つ
て
ゐ
る
。
天
井
高
く
だ
ゝ
つ
ぴ
ろ
し
（
高
さ
三
間
余
坪

50
位
か
）
。
味
噌
の
入
る
大
き
オ
ケ
六
つ
。
上
に
豆
を
ふ
む
た
め
の
雪
鞋
お
き

あ
り
。

近
隣
の
満
人
農
家
を
み
せ
て
貰
ふ
。
豪ゴ

ウ

農
ら
し
くマ

マく
家
屋
の
た
ゝ
ず
ま
い
典
型

的
な
り
。
①
奥
の
佛
間
な
ど
古
び
大
き
く
め
づ
ら
し
、
②
ク
ツ
底
を
ぬ
へ
る
カ

ミ
さ
ん
女
の
子
た
ち
老
婆
う
づ
く
ま
る
、
③
柳
条
を
編
め
る
老
僕
、
入
口
で
は

馬
具
の
木
片
に
綱
を
つ
け
て
ゐ
る
。
西
側
に
三
部
屋
あ
り
、
農
具
の
加
工
す
る

あ
り
、
六
間
房
子
な
ら
ん
。

こ
の
家
に
格
扇
（
別
掲
）
あ
り
。
主
人
が
イ
ン
テ
リ
ら
し
く
洋
服
着
で
応
対
し

ペチカの構造（右上）、開拓団幹部室の間取り「ホーグカゴ／

鐿／八寸出窓／インク、ペンジク、筆入／ランプ／南画山水／ネコ

ヤナギを生けてある／上半段押入／手拭掛／灰皿／乱れカゴ／洋服

掛（三ツ）／タキ口」（右下）、　宿の置ランプ「洋燈／これより

下ウルトラ色」（中央）。左には、「街では豚アヒルがほつついてゐる、

水質は悪く三ベン顔をこするとドブの香がしてくる。茶を飲んでよ

く腹をこはさぬものなり。」と記載。

て
る
。
松
宮
氏
に
き
く
に
初
期
と
り
入
れ
し
満
人
風
農
法

は
最
近
揚
棄
せ
し
よ
し
。

雨
止
ま
ず
北
斗
0

0

行
を
中
止
し
出
張
所
に
帰
る
、
五
時
。
ヌ

カ
ル
ミ
を
ウ
カ
イ
し
て
ホ
テ
ル
に
着
く
。
新
ら
し
く
入
り

て
内
部
の
キ
レ
イ
な
の
に
驚
く
。
女
中
さ
ん
東
京
の
空
襲

を
伝
へ
、
新
聞
紙
を
持
ち
来
る
。
都
会
人
な
る
哉
、
幾
日
み
ざ
る
。
空
腹
の
ご

と
く
ガ
ツ
〳
〵
と
字
を
拾
ふ
。
風
呂
に
て
は
か
ら
ず
も
北
斗
の
青
年
に
会
ふ
。

明
日
県
聯
大
会
？
あ
る
由
に
て
泊
り
こ
み
し
な
ら
ん
も
北
斗
は
僅
か
三
キ
ロ

の
地
な
り
。
一
方
の
青
年
25
は
度
々
内
地
へ
往
復
す
ら
し
く
脱
線
気
味
、
一
方

の
青
年
32
や
ゝ
地
味
、
宿
泊
書
に
職
業
開
拓
幹
部
と
自
署
す
。
ラ
ン
プ
な
つ
か
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し
、
疲
れ
あ
り
し
か
早
々
に
寝
る
。
部
屋
〳
〵
酒
宴
、
人
の
出
入
に
賑
や
か
、

目
醒
む
。
時
に
十
二
時
、
県
聯
の
幹
部
連
中
な
ら
ん
、
サ
ー
ベ
ル
の
役
人
な
ど

あ
り
。
風
評
下
馬
評
な
ど
さ
は
が
し
、
人
手
す
く
な
の
女
中
君
に
同
情
す
。
便

所
の
方
に
嘔
吐
の
喉
な
る
、
目
醒
め
し
侭
日
記
を
整
理
し
て
二
時
。
宿
は
壁
ペ

チ
カ
部
屋
に
す
べ
し
よ
し
、
奉
天
の
宿
よ
り
よ
か
ら
ん
、
泥
の
街
の
め
つ
け
も

の
、
街
の
印
象
を
浄
化
す
。

四
月
廿
二
日

曇
、
寒
冷
、
ド
ロ
水
で
調
理
せ
し
よ
う
な
朝
食
、
干
鮒
あ
り
。
早
速
に
下
痢
、

馬
車
を
傭
つ
た
が
九
十
銭
と
い
ふ
。
三
十
銭
が
規
定
な
り
。
「
多
々
的
」
を
強

調
す
。
そ
の
意
味
後
に
至
り
て
判
明
す
。
宿
専
属
の
馬
車
屋
が
側
に
居
る
。
料

金
は
「
ニ
ー
デ
ス
イ
ベ
ン
」
「
快
走
で
ナ
」
い
つ
ま
で
も
御
者
ニ
ー
ヤ
馬
に
つ

い
て
走
る
。
食
前
か
病
馬
か
馬
を
い
た
は
り
泥
街
を
の
ろ
の
ろ
と
左
に
折
れ
ず

真
直
ぐ
に
ゆ
く
。
リ
ン
リ
ン
と
鈴
を
な
ら
し
て
威
勢
よ
く
追
越
し
て
ゆ
く
馬
車

あ
り
。
明
る
い
冬
帽
の
少
年
御
者
、
ス
キ
ー
帽
に
黒
ガ
イ
ト
ウ
の
エ
リ
を
た
て

し
二
十
二
、
三
の
青
年
の
客
、
同
じ
く
駅
に
急
ぐ
ら
し
、
道
を
間
道
に
と
り
て

曲
る
。
と
い
つ
て
も
枯
草
の
曠
野
、
行
手
に
鉄
路
盛
り
上
る
の
み
、
や
が
て
引

返
し
追
越
す
。

駅
舎
遠
く
あ
と
十
五
分
。
行
ず
り
便
乗
を
乞
ひ
て
移
る
。
泥
濘
の
道
は
昨
日
の

直
線
路
と
こ
と
な
り
鉄
路
を
は
さ
み
蛇
行
す
。
二
度
鉄
路
を
越
し
車
輪
没
し
去

る
ぬ
か
る
み
に
落
つ
。
下
車
し
て
馬
を
引
く
。
少
年
の
犬
か
馬
に
ぢ
ゃ
れ
つ
き

〳
〵
添
ふ
。
は
て
は
他
犬
と
行
手
を
は
ゞ
み
咬
み
合
ふ
な
ど
、
列
車
は
ホ
ー

ム
に
入
る
。
又
泥
濘
、
少
年
の
ム
チ
0

0

遂
に
折
れ
飛
ぶ
。
ヒ
モ
を
拾
ひ
て
漸
く

本
道
に
出
し
が
馬
動
か
ず
自
働
車
行
づ
れ
ば
な
り
、
汽
鑑カ

ン

車
は
白
煙
を
あ
げ
汽

笛
な
る
、
万
事
休
す
、
青
年
「
後ホ

ー
イ
ン辺

往
」
と
命
ぜ
し
と
た
ん
、
動
き
か
け
し
車

体
休
止
、
間
に
合
ふ
や
も
し
れ
ず
と
横
つ
飛
び
に
走
る
。
開
札
を
ふ
つ
と
ば
し

て
飛
込
む
間
一
髪
発
車
、
青
年
は
と
み
れ
ば
前
方
三
等
車
な
り
。
彼
は
林
業
関

係
の
出
張
に
ゆ
く
ら
し
、
三
等
車
は
満
員
、
苦
力
百
姓
の
間
に
立
ち
お
り
、
食

堂
車
を
す
ゝ
め
し
が
肯
ん
ぜ
ず
、
三
等
寝
台
車
に
席
を
み
つ
け
て
案
内
す
。
彼

の
少
年
御
者
に
礼
を
言
ふ
を
忘
る
。
こ
の
青
年
と
寒
風
の
野
を
行
き
し
リ
ユ
ウ

た
る
姿
、
若
き
日
本
の
象
徴
の
ご
と
瞼
に
焼
き
つ
け
り
。
ま
た
金
を
与
へ
メ
ー

フ
ア
ヅ
と
棄
て
去
り
し
彼
の
馬
車
は
、
振
返
れ
ば
引
返
し
も
せ
ず
、
同
じ
枯
野

を
は
る
か
に
歩
む
で
も
な
く
仝
じ
歩
調
の
の
ろ
き
馳
足
で
つ
け
て
く
る
。
馬
を

愛
す
る
老
ニ
ー
ヤ
幸
な
れ
。

薄
陽
さ
し
く
、
明
け
て
み
れ
ば
黒
龍
江
の
北
辺
と
違
ひ
濃
紫
に
山
の
遠
景
あ
り
。

陵
線
上
に
は
開
拓
団
部
落
が
散
ぼ
り
、
軍
艦
の
ご
と
き
大
訓
練
所
な
ど
見
ゆ
。

街
は
遙
か
土
の
中
に
消
え
込
ん
で
ゐ
る
。
小
川
を
右
に
つ
け
、
や
が
て
列
車
は

ゆ
る
き
こ
う
ば
い
を
山
間
に
入
る
。
岩
手
、
石
長
と
駅
と
重
ね
る
ご
と
に
薪
タ

バ
の
景
観
を
増
し
、
林
業
経
営
の
規
模
を
加
へ
山
は
深
く
な
る
。
レ
ン
ガ
建
の

工
場
な
ど
見
え
駅
舎
な
ど
立
派
に
な
る
も
面
白
し
。
停
車
の
度
に
に
ぎ
や
か
に

は
き
出
る
林
業
苦
力
、
そ
の
中
で
、
前
方
車
か
ら
独
り
の
ろ
〳
〵
と
出
で
き
し

老
人
目
だ
つ
。
フ
エ
ル
ト
帽
の
ツ
バ
を
思
ひ
切
り
度
く
折
り
あ
げ
、
ス
ソ
の
長

い
上
衣
に
し
め
た
オ
ビ
、
広
げ
つ
ぱ
な
し
の
フ
ト
ン
を
背
に
、
工
具
の
の
コ
ぎ

0

0

0

り0

を
丸
く
二
つ
に
折
ち
も
ち
引
き
づ
る
よ
う
な
足
ど
り
で
開
札
へ
出
て
ゆ
く
。

写
真
キ
を
も
つ
て
追
は
ん
と
し
た
が
構
内
ゆ
え
お
し
く
も
遠
慮
せ
り
。

鉄
山
包
よ
り
の
車
内
は
何
と
な
く
フ
ン
臭

0

0

0

く
、
食
堂
車
の
ボ
ー
イ
か
ら
マ
ネ
ー
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ヂ
ヤ
ー
ま
で
全
部
か
満
人
仕
立
で
、
客
も
余
の
入
つ
た
と
き
は
満
人
ば
か
り
で
、

十
二
三
才
の
弟
と
差
向
つ
て
ゐ
る
二
十
一
二
の
工
人
ら
し
き
満
人
が
豪
奢
を
極

め
て
ゐ
る
。
彼
等
の
前
に
は
ラ
ン
チ
が
二
皿
、
オ
ム
レ
ツ
二
皿
、
カ
ツ
一
皿
、

更
に
親
子
丼
二
つ
を
注
文
し
自
分
の
分
を
ハ
シ
で
分
け
与
へ
て
ゐ
る
。
他
の
二

人
客
は
日
本
酒
二
合
ビ
ン
を
二
本
立
て
ラ
ン
チ
を
食
べ
て
ゐ
る
。
満
人
が
昼
間

飲
酒
し
て
ゐ
る
の
は
始マ

マ

め
て
ゞ
あ
る
。
こ
の
二
人
は
夕
食
時
ま
で
こ
ゝ
で
ね
ば

つ
て
ゐ
た
。
こ
れ
も
日
本
化
の
面
か
。
一
人
だ
け
日
本
人
あ
り
と
彼
の
物
ス
ゴ

イ
視
線
で
知
つ
た
。
彼
は
仲
々
そ
の
視
線
を
ほ
ど
か
ず
、
車
外
の
風
景
を
か
へ

り
み
な
か
つ
た
。
風
景
に
興
味
な
き
人
は
不
孝マ

マ

で
あ
る
。
か
ゝ
る
学
者
を
知
つ

て
ゐ
る
。

聖
浪
か
ら
南
叉
ま
で
は
内
地
の
早
春
の
高
原
風
景
で
、
一
寸
小
諸
か
ら
小
淵
沢

へ
八
ヶ
岳
を
ぬ
け
る
、
小
海
線
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
遠
き
山
容
は
や
は

ら
か
な
線
で
肌
は
浅
い
雪
を
か
ぶ
つ
て
ゐ
る
。
仝
じ
き
よ
離
を
お
い
て
山
を
下

る
ソ
リ
ン
、
密
林
、
が
両
側
に
あ
り
、
河
が
つ
い
た
り
離
れ
た
り
、
た
ま
つ
て

沼
と
な
つ
た
り
流
れ
た
り
し
て
ゐ
る
。
伐
サ
イ

0

0

0

の
古
り
し
も
の
新
ら
し
き
も
の
、

横
た
は
る
朽
木
な
ど
、
根
を
天
に
裏
返
せ
る
あ
り
。
こ
の
中
に
、
ド
ロ
、
槿
、

ヤ
ナ
ギ
、
エ
ゾ
松
な
ど
の
幼
樹
が
は
や
密
生
し
て
ゐ
る
、
万
目
涸
れ
つ
く
し
た

中
に
柳
が
ぽ
つ
と
赤
く
芽
を
ふ
い
て
ゐ
る
、
河
は
流
れ
る
か
と
み
れ
ば
氷
り
、

又
流
れ
る
。

達
里
か
ら
二
キ
ロ
の
奥
に
五
〇
コ
の
林
業
開
拓
団
あ
る
由
。

雪
チ
ラ
リ

南
叉
の
停
車
時
間
に
助
役
へ
佳
木
斯
の
宿
の
手
配
を
た
の
む
。
こ
の
手
配
は
大

成
功
。

南
叉
か
ら
山
容
あ
ら
た
ま
り
が
ゝ
た
り
、
山
地
も
河
幅
と
共
に
ひ
ら
け
る
。
耕

地
が
み
え
は
じ
め
、
凉
台
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
暮
れ
き
つ
た
中
に
、
開
拓
団
部
落

が
近
く
遠
く
み
え
る
。
ト
ウ
0

0

バ
ツ
ヒ0

ゾ
ク
の
古
戦
場
ら
し
き
も
の
な
ど
サ
ン
た

り
。
香
蘭
か
ら
シ
エ
ー
ド
下
り
（
外
望
断
た
れ
）
単
調
、
隣
席
に
、
席
替
の
途

中
ら
し
き
二
人
づ
れ
、
オ
ヤ
ヂ
を
お
父
さ
ん
と
呼
び
、
ラ
ツ
コ
皮
エ
リ
の
外
ト0

ウ0

女
二
十
四
五
、

「
う
ち
ど
こ
へ
ゆ
く
の
か
判
ら
ん
に
ど
こ
へ
ゆ
く
か
問
は
れ
て
困
る
。
警
察
に

行
つ
た
ら
長
女
か
ほ
ん
と
か
き
か
れ
る―

―

」

お
互
に
あ
け
つ
放
し
に
現
金
主
義
を
露
出
し
て
ゐ
る
の
で
い
ら
ぬ
感
傷
を
辱
づ

る
。
背
合
せ
の
男
女
の
身
の
上
対
話
も
悪
周
セ
ン
屋
で
流
れ
て
き
た
う
き
話
。

解
け
渡
る
、
松
花
江
の
上
に
半
月
あ
り
。
十
時
四
七
分
着
、
駅
前
は
、
夜
の
干

潟
に
出
た
よ
う
。
ガ
ラ

0

0

く
づ
を
敷
い
た
よ
う
な
り
。
漁
火
の
よ
う
に
灯
の
明
滅

す
る
と
こ
ろ
が
駅
前
な
ら
ん
。
か
な
り
離
れ
た
闇
に
洋
車
が
う
ご
め
い
て
ゐ
る
。

湿
地
に
夜
の
灯
は
近
く
み
え
る
と
か
、
洋
車
に
乗
る
、
駅
前
の
宿
は
速
ぐ
だ
つ

た
。
車
中
も
十
二
時
間
余
を
費
し
た
訳
だ
か
ら
、
時
間
で
は
東

？

京
か
ら
大
阪
ま

で
も
乗
つ
た
訳
だ
ら
う
。
が
実
際
の
感
じ
は
静
岡
位
に
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
。

も
と
〳
〵
だ
め
な
と
こ
ろ
へ
数
理
的
観
念
は
更
に
こ
は
れ
て
ラ
ン
チ
パ
ゾ
ウ
と

な
る
。

中
間
仮
駅
停
車
中
飛
下
り
て
道
側
の
水
溜
り
の
水
を
具
（
水
く
む
具
）
に
入
れ

て
持
戻
る
百
姓
あ
り
。

北
辺
の
冬
つ
ら
な
る
ト
ラ
ツ
ク
の
列
中
に
婦
人

結
氷
期
か
ら
解
氷
期
ま
で
閉
ぢ
て
覚
悟
の
婦
人
た
ち 
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傾
き
て
解
氷
の
層
青
磁
た
り　

ゆ
た
ゆ
た
と
濁
れ
る
江
に
流
氷
す　

流
氷
の
岸
に
傾
げ
る
濁
流
す　

解
氷
の
江
濁
々
と
渦
巻
け
る　

流
氷
は
岸
に
動
か
ず
濁
流
す　

興
安
の
分
水
嶺
の
木
の
芽
時　

興
安
の
褥す

そ

を
た
ゆ
た
ひ
広
ぐ
野
火　

解
氷
の
浮
沈
み
ゆ
く
渦
巻
け
り　

解
氷
の
江
に
切
り
た
ち
興
安
嶺　

春
浅
く
興
安
嶺
の
肌
さ
め
ず　

春
浅
き
興
安
の
山
肌
下
る　

流
氷
の
連
れ
だ
ち
て
ゆ
く
江
に
添
ふ　

興
安
の
褥ス

ソ

焼
野
し
て
江
を
引
く　

流
れ
の
間
々
春
の
月
江
渡
る
（
松
花
江
を
渡
る
）　

春
月
し
浮
氷
片
々
江
う
ご
く　

江
上
に
春
月
黒
く
橋
ひ
け
り

四
月
廿
三
日

快
晴
オ
ー
バ
ー
を
棄
て
ゝ
午
過
ぎ
て
外
出
。
そ
ば
、
う
ど
ん
と
あ
る
店
に
入
れ

ば
和
服
の
カ
ミ
さ
ん
出
で
き
た
る
。
た
く
み
な
日
本
語
だ
が
鮮
人
家
庭
、
い
ん

ち
き
な
丼
を
食
ふ
。
Ｓ
氏
を
洋
車
で
訪
ね
あ
ぐ
む
。
Ｙ
な
る
青
年
多
忙
の
中
に

実
に
漫
々
的
ぢ
よ
う
ぎ

0

0

0

0

を
ひ
き
て
地
図
を
書
く
。
道
路
に
遊
ぶ
日
本
の
幼
少
年

達
の
何
と
神
経
の
に
ぶ
き
、
こ
の
こ
と
Ｓ
氏
も
認
め
る
。
支
那
人
は
ぶ
つ
か
る

ま
で
真
す
ぐ
に
歩
つ
て
く
る
。
ゴ
ウ
マ
ン
に
あ
ら
ず
、
日
本
人
な
ら
両
方
で
さ

く
る
べ
き
神
経
な
し
。
運
転
手
に
し
て
し
か
り
、
行
人
の
直
前
に
至
り
あ
は

て
ゝ
警
笛
を
な
ら
す
、
支
那
の
犬
し
か
り
し
日
本
婦
人
達
の
ネ
ン
ネ
コ
姿
、
肌

の
荒
れ
、
神
経
の
荒
れ
目
立
つ
。
松
花
江
を
つ
き
と
め
ぬ
と
安
心
な
ら
ず
洋
車

を
直
行
さ
す
。
江
岸
に
人
群
る
、
日
、
満
、
鮮
の
中
に
ロ
シ
ア
人
五
六
人
混
る
、

日
本
の
国
民
学
校
男
女
生
た
ち
多
し
。
流
氷
河
江
に
充
ち
流
る
、
一
寸
の
ス
キ

も
な
き
ほ
ど
相
ま
し
江
岸
に
せ
り
上
ら
れ
し
氷
片
は
動
か
ず
、
青
い
層
（
一
尺

四
五
寸
？
）
の
空
に
向
け
る
あ
り
。
流
れ
と
岸
と
の
氷
面
は
ざ
り
〳
〵
き
し

み
て
砂
氷
に
泡
立
つ
、
陽
に
照
り
て
目
が
い
た
い
よ
う
、
白
い
ス
ク
ー
リ
ン（

７
）の

流
る
ゝ
よ
う
、
よ
く
み
る
と
、
ぐ
る
〳
〵
舞
ふ
あ
り
。
八
畳
敷
位
の
が
立
つ

あ
り
、
底
を
返
し
て
泥
面
を
向
け
る
あ
り
、
壮
観
極
ま
り
な
し
。
Ｓ
氏
が
朝
見

た
と
き
は
動
か
ざ
り
し
と
か
、
二
三
日
の
雨
で
動
き
初
め
し
と
か
。
岸
辺
に
満

人
子
供
達
小
さ
い
氷
片
を
と
り
て
か
じ
り
お
り
、
ゆ
は
へ
て
持
帰
る
あ
り
。
満

人
船
頭
だ
ち
船
を
押
し
て
力
め
ど
動
か
ず
。
豚
の
遊
ぶ
泥
道
を
満
人
街
を
う
ろ

つ
く
、
と
こ
ろ
〴
〵
旅
桟
に
淫
売
婦
み
つ
。
こ
の
理
由
後
に
Ｓ
氏
の
説
明
に

て
判
明
す
。
工
人
街
ら
し
く
面
白
く
、
鍛
冶
屋
、
馬
蹄テ

イ

屋
な
ど
、
う
す
ぐ
ら
き

万
才
風
の
茶
舘
も
あ
り
。
Ｓ
氏
宿
に
来
り
て
初
対
面
、
三
江
会
舘
に
ゆ
き
て
話

し
込
む
。
国
通
の
Ｓ
氏
、
日
本
人
の
在
り
方
、
満
州
国
官
吏
の
錯
覚
、
漢
人
の

あ
て
に
な
ら
ざ
る
こ
と
。
百
姓
達
は
言
は
れ
た
通
り
大
豆
を
作
る
、
○
票
を
払

（
７
）
柳
瀬
は
、
こ
の
他
の
原
稿
執
筆
時
に
も
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
ス
ク
ー
リ
ン

と
表
記
し
て
い
る
。
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ふ
、
そ
れ
で
主
食
の
パ
ー
ミ
ー
、
綿
布
、
鞋
の
ゴ
ム
底
そ
れ
が
欲
し
い
、
そ
れ

が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
次
か
ら
言
ふ
こ
と
を
き
か
な
い
。
「
日
本
人
は
嘘
を
言
ふ
」

と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
厳
粛
な
日
本
帝
国
の
在
り
方
、
思
ひ
よ
つ
た
満
洲
国
、

軍
は
も
つ
と
中
心
に
厳
存
さ
れ
た
し
。
「
太
平
洋
」
に
て
植
民
政
策
の
中
で
性

慾
の
最
重
要
た
る
を
知
る
。
土
着
の
鮮
人
た
ち
の
あ
り
方
、
協
和
会
の
提
案
に

「
日
本
人
と
満
人
と
の
結
婚
の
項
」
あ
り
、
も
つ
て
の
外
な
り
。
Ｓ
氏
を
女
の

元
に
置
き
て
銀
座
通
り
の
夜
更
を
歩
き
帰
る
。
春
の
月
照
り
て
ダ
ヽ
ツ
広
い
消

費
（
開
拓
民
の
た
め
の
）
都
市
温
か
し
、
し
た
ゝ
か
酔
ふ
。 

四
月
廿
四
日　

快
晴
風
強
し

佳
木
斯
発
十
時
四
十
分
軍
人
と
同
席
す
。
満
州
認
識
に
つ
い
て
、
満
州
は
ア
メ

リ
カ
と
イ
ド

0

0

同
じ
な
れ
ば
ア
メ
リ
カ
へ
ゆ
く
と
思
ひ
て
同
胞
に
来
れ
と
、
兵
士

の
性
慾
シ
ヨ
理
及
び
そ
の
セ
ツ
ビ
に
つ
い
て
も
話
す
。
弥
栄
十
二
時
廿
六
分
着
、

駅
頭
に
バ
タ
、
豆
乳
、
玉
子
な
ど
開
拓
民
農
婦
出
て
飛
ぶ
如
く
売
る
ゝ
。
満
日

の
開
拓
地
視
察
の
Ｏ
氏
と
一
処
に
案
内
所
の
男
に
連
れ
ら
れ
、
団
長
山
崎
氏
宅

に
て
ゆ
く
。
村
の
人
達
二
、
三
同
席
し
第
三
者
に
聞
か
す
べ
き
よ
う
な
話
題
展

開
。
質
問
の
目
的
そ
の
間
に
つ
き
て
、
そ
の
要
な
く
雄
弁
の
Ｏ
氏
も
し
づ
か
に

訓
練
所
生
徒
作
の
手
芸
品
な
ど
拝
見
、
貨
車
便
乗
で
千
振
へ
廻
る
時
間
迫
り
て

Ｏ
氏
ゆ
く
。
一
人
醸
造
所
、
組
合
、
学
校
、
病
院
を
み
せ
て
貰
い
「
遠
い
か
ら

乳
牛
は
い
ゝ
だ
ら
う
」
と
て
別
る
。
こ
の
説
明
者
、
道
草
を
食
ひ
、
後
の
客
が

来
る
か
ら
と
て
行
き
ぬ
。
村
を
見
た
い
と
い
ひ
し
に
「
こ
ゝ
ら
の
満
人
住
居
と

仝
じ
で
す
」
間
取
は
こ
う
だ
と
地
面
へ
略
解
せ
り
、
た
つ
て
道
を
と
ひ
し
に
向

ふ
の
山
を
越
え
れ
ば
向
ふ
に
み
え
る
四
粁
そ
れ
が
一
番
近
い
と
い
ふ
。
強
風
の

中
を
独
り
東
に
向
ひ
て
泥
土
の
道
を
福
島
屯
に
至
る
。

こ
ゝ
ら
も
湿
地
な
り
、
ス
ケ
ツ
チ
を
と
り
て
暮
る
。
満
人
小
作
た
ち
帰
れ
ど
遂

に
畑
よ
り
主
人
帰
ら
ず
。
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
侭
夕
食
の
馳
走
と
な
る
。
カ
ユ
に
玉

子
を
落
し
あ
り
。
ミ
ソ
汁
、
コ
ウ
コ
皆
う
ま
し
。
隣
家
よ
り
ボ
タ
モ
チ
持
来
り

頂
く
。
既
に
八
時
漸
く
昏
る
ゝ
侭
別
る
。
風
強
し
、
半
月
か
ゝ
る
。
山
崎
さ
ん

宅
に
寄
り
て
十
時
近
し
。
駅
に
急
ぐ
。
泥
土
に
す
べ
り
つ
ゝ
犬
に
お
そ
は
る
。

灯
な
く
荒
リ
ヨ
ウ
た
る
満
州
の
野
の
実
感
あ
り
。
真
暗
な
案
内
所
に
リ
ユ
ツ
ク

を
と
る
。
列
車
来
る
に
待
合
室
に
た
つ
た
一
つ
の
ラ
ン
プ
ふ
き
消
さ
る
。
黒
い

駅
を
残
し
て
十
時
十
二
分
発
車
、
開
拓
民
の
あ
れ
こ
れ
去
ら
ず
、
一
時
近
く
寝

台
に
横
た
は
る
。

四
月
廿
五
日　

晴
、
曇
、
後
、
小
雨
、
温
か
し
。

七
時
三
十
五
分
着
、
駅
事
務
長
に
頼
み
駅
前
大
丸
ホ
テ
ル
に
リ
ユ
ツ
ク
を
下
す
。

臨
時
大
祭
に
て
鉄
道
局
休
日
、
漸
く
資
料
係
長
自
宅
に
連
絡
、
宿
ヤ
マ
ト
ホ
テ

ル
に
予
約
し
あ
り
し
由
、
ビ
ユ
ー
ロ
ー
に
ゆ
き
て
市
の
概
観
を
き
く
。
ホ
テ
ル

屋
上
塔
上
よ
り
展
望
す
。
小
形
新
京
と
い
つ
た
た
ゝ
ず
ま
い
、
消
費
都
市
な
れ

ど
さ
す
が
は
軍
都
、
都
市
設
計
地
理
等
、
佳
木
斯
よ
り
は
腰
の
す
は
り
が
違
ふ

や
う
み
え
る
。
黄
花
岡
子
と
い
ふ
一
部
落
な
り
し
と
き
く
。
南
面
は
る
か
、
は

づ
れ
に
旧
街
域
満
人
街
み
ゆ
。
西
に
連
つ
て
鮮
人
街
、
こ
の
直
線
に
見
え
か
く

れ
し
て
光
り
つ
ゝ
街
ク
0

0

の
切
る
ゝ
辺
り
か
ら
東
へ
ウ
カ
イ
し
て
ゐ
る
の
が
牡
丹

江
。
塔
を
下
り
、
南
へ
直
線
に
足
を
延
し
て
み
た
が
江
は
先
へ
先
へ
と
遠
の
く
。

西
方
に
江
面
あ
る
ご
と
く
ゆ
き
て
錯
覚
と
知
る
。
西
端
の
鮮
人
街
の
汚
れ
た
裏

街
を
ほ
つ
つ
き
つ
ゝ
大
路
に
添
ひ
つ
ゝ
東
へ
満
人
街
を
ゆ
く
。
東
端
に
近
く
市
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場
あ
り
。
人
々
立
つ
く
す
に
よ
く
み
れ
ば
一
品
つマ

マゞ

た
と
え
ば
衣
類
を
も
つ
も

の
鉛
筆
を
も
つ
も
の
な
ど
、
そ
れ
を
中
心
に
購
買
者
が
値
を
つ
け
て
ゐ
る
。
露

路
に
飲
食
店
並
び
小
便
小
路
は
平
康
里
な
り
。
寄
席
な
ど
も
立
混
る
。
小
雨
落

ち
来
る
。

新
都
市
々
域
に
立
戻
り
太
平
路
、
銀
座
通
り
を
見
物
す
。
兵
士
た
ち
の
多
き
こ

と
入
交
ふ
敬
礼
の
波
、
酒
気
に
赤
ら
む
、
芸
者
の
高
島
田
、
五
六
年
前
迠
は
ゴ

ム
の
長
靴
で
箱
下
げ
、
泥
の
街
を
歩
き
し
よ
し
。
当
時
の
転
勤
者
に
は
会
社
員

た
ち
も
長
靴
の
贈
り
も
の

を
せ
し
よ
し
。
雨
足
や
ゝ

し
げ
く
舗
装
路
の
他
は
道

悪
し
、
宿
に
帰
り
て
旅
中

の
ウ
ヰ
ス
キ
ー
に
手
を
つ

け
て
遂
に
あ
け
る
。
早
々

に
寝
て
熟
睡
し
て
ゐ
る
と

こ
ろ
へ
資
料
係
長
の
野
坂

氏
来
る
。
大
阪
展
の
と
き

会
ひ
し
熱
の
低
い
人
。
連

絡
の
粗
ゴ
の
弁
明
あ
り
。

明
日
の
ロ
マ
ノ
フ
カ
行
の

手
配
を
頼
む
。
眼
醒
め
て

整
理
も
の
そ
の
他
に
四
時

半
と
な
る
。

 

五
日　

快
晴

東
天
拝
、
赤
陽
、
朝
の
や
は
ら
か
い
光
。
列
車
の
煙
、
電
柱
の
影
が
長
く
の
び

て
影
の
光
は
や
は
ら
か
く
緑
を
ふ
く
ん
で
ゐ
る
。
枯
野
草
原
は
伸
び
て
や
は
ら

か
く
、
朝
の
日
に
フ
エ
ル
ト
の
感
触
を
与
へ
る
。
興
安
の
嶺
を
越
え
て
列
車
は

真
西
へ
向
つ
て
ゐ
る
。
放
牧
の
群
が
朝
モ
ヤ
の
陵
線
に
黒
く
塊
ま
り
包
が
み
え

る
。
初
め
て
間
近
に
み
る
村
落
は
広
く
抜
い
タ
本
線
の
路
の
両
側
に
あ
り
。
放

馬
が
足
並
か
る
く
野
に
出
て
ゆ
く
と
こ
ろ
。
朝
げ
の
煙
は
低
く
上
り
て
ゐ
る

大丸ホテル間取り（4月 25 日）
部屋の説明「ヒカヘ／洋服カケ／衣桁／ホーグカゴ／乱れカゴ／
上半押」（右）、「多分洋服戸ダナならん／違ひ棚／ボンサイ／カケ

ジ／二重ガラス戸／鏡台／デンワ／脇側／スチーム」（左）

が
、
人
一
人
み
え
な
い
。
清
水

の
増
浸
や
が
て
ハ
イ
ラ
ル
、
駅

長
と
の
打
合
せ
な
く
固
る
、
警

乗
長
の
許
可
を
得
て
間
一
髪
発

車
、
列
車
は
西
へ
下
る
か
、
思

ひ
な
し
速
度
が
軽
く
早
ま
る
。

既
に
山
陵
な
り
広
漠
た
る
蒙
古

平
原
、
四
周
た
ゞ
野
と
空
の
天

地
。

 

＊
四
月
二
六
日
～
二
七
日（

８
）

（
８
）
日
記
中
の
「4

.
2
7

」
と
い
う
ス
タ
ン
プ
の
一
部
や
「
4
月
27
日
」
の
メ

モ
書
き
、
当
時
の
旅
行
日
程
表
（
柳
267
、
東
京
都
現
代
美
術
館
所
蔵
）
に
よ
り
、

推
定
。
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旧
沿
海
州
ペ
テ
ロ
パ
ウ
ロ
フ
カ
、
ア
ル
ヒ
ポ
フ
カ
、
カ
ノ
ミ
ン
カ
等
よ
り
ロ
シ

ア
正
教
の
非
改
革
派
・
ス
タ
ラ
ヴ
エ
ー
ル
、

密
林
の
言
葉
（
木
の
枝
を
折
つ
た
り
、
曲
げ
た
り
、
）

横
道
河
子
陸
軍
特
務
機
関
提
出
部
落
建
設
許
可
請
願
者

戸
数
26　

人
口
139　

牛
35　

馬
34　

鶏
350　

蜜
蜂
函
86 

南
向
の
隅
の
下
方
に
キ
リ
ス
ト
像

復
活
祭
前
？　

後
一
週
間
？　

飲
酒
牧
師

ヒ
ユ
ツ
テ
気
分
、
ホ
ツ
ポ
温
泉
を
想
は
す
裏
山

現
ロ
マ
ノ
フ
村
の
持
つ
て
ゐ
る
銃
は
ヒ
ゾ
ク
ト
ウ
バ
ツ
か
ら
かマ

マら
取
つ
た
銃
第

一
年
目
三
名

ヒ
ゾ
ク
の
居
ル
所
で
な
け
れ
は
猛
ジ
ウ
は
居
ら
ぬ
と
て
ド
ン
〳
〵
入
つ
て
ゆ
く

虎
に
狙
う
つ

最
小
限
度
で
最
大
歓
喜―

―

耐
爆
死
に
つ
い
て―

―
 

ロ
マ
ノ
フ

１
９
３
７―

５
月　

沿
海
州
か
ら
逃
げ
て
き
た
、
８
家
族
。
１
ヶ
月
後
、
全
満

か
ら
い
ろ
い
ろ
７
家
族　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

↑
二
道
河
岸　

 

メ
ル
ゲ
ン　
　

三
河

１
９
２
１―

２　

一
般
民
衆
逃
亡

ロ
マ
ノ
フ―

―

山
へ
逃
亡

１
９
３
１―

２―
―

山
か
ら
出
て
満
州
へ
出
る
。

１
年
後
調
ム
客
そ
の
他
と
な
り
（
大
家
族
は
第
１
回
と
去
年
、
他
は
ほ
う
〳
〵
）

初
め
無
一
物
（
猟
で
立
て
る
）

名
称　

谷
（
両
方
山
で
ボ
ン
地
）
の
名
と
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
の
名
。

ロ
マ
ノ
フ
パ
ー
シ
と
呼
ぶ
。

「счёты　シヨーテ
イ」のスケッチ
「ボヂヤースト　どうぞ」

のメモ書きあり。

カ
ー
ド
チ
エ
コ
フ

白
系
事
ム
局
代
表

一
冬
３
０
０
０
０
円

ノ
ロ
は
玉
（
銃
丸
）
を
食
ふ
か
ら
と
ら
ぬ　

モ
ヤ
こ
め
て
せ
ゝ
ら
ぎ
高
し
春
の
闇　

猫
柳
ロ
マ
ノ
フ
の
児
ら
陽
に
噛
め
る　

猫
柳
芽
は
流
れ
つ
ゝ
た
ま
る
岸

ハ
ン
ダ
ー
カ
シ　

横
道
カ
シ　

（
女
の
名
ハ
ー
ナ
ー
）
（
ク
ー
ラ
ー
ヘ
ー
ゾ
）

冷
山 
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馬
57
頭
、
仔
馬
24
、
牛
29
、
仔
牛
10

頭
高
嶺
子―

―

分
水
嶺　

ザ
ツ
ト
一
両

4
月
27
日

ロ
マ
ノ
フ
カ

去
年　

虎―
―

17
匹
（
５
匹
イ
ケ
ド
リ
）

一
匹
２
０
０
０
円

ツ
ガ
イ
５
０
０
０
円

死
１
０
０
０
円

等
分
に
分
け
る

柳
樹
か
ら
３
粁
、
柳
樹
河
岸
西
方
砲
台
跡

満
鉄
の
土
地
で
な
し

昭
和
６
年
移
住
、
24
家
族

（
昨
年
24
、
５
家
族
）
現
在
40
コ
、
326
名
、
（
１
コ
辺
り
５
、
６
名
）

カ
ラ
フ
ト
か
ら
３
家
族
移
住

結
婚
目
的
一
人
辺
り
３
０
０
０
円

密
珂
（
ロ
マ
ノ
フ
カ
か
ら
山
を
越
し
て
15
）
、
昨
年

◎
嫩
江―

―

メ
ル
ゲ
ン
か
ら
６
家
族
49
名　
　

墨メ

ル

ゲ

ン

爾
根

　

博
克
図―
―

竨
児
チ
ヨ
ー
ル
（
40―

50
キ
ロ
入
つ
た
と
こ
ろ
）
７
家
族
41
名

　
　
　
　
　
　
　

三
河
４
家
族
17
名　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

計
19
家
族
107
名

去
12
月―

年
年
３―

９
頭
（
４
生
捕
）

野ヤ

チ

ボ

ー

ヅ

地
坊
主
（
湿
地
草
の
塊
根
）

亜ヤ

ブ

ロ

ー

ニ

布
洛
尼　

青
雲　

→
草
葉
を
ふ
き
平
地
開
け
る

メ
ル
ゲ
ン
ヨ
リ
来
ル
旧
教
徒
略
歴

１
９
３
２　

ソ
聯
ス
パ
ス
ク
区
ワ
ル
パ
ホ
フ
カ
村

　
　
　
　
　

ボ
ー
ト
に
の
り
イ
マ
ン
経
由
虎
林
に
逃
亡
（
７
家
族
12
名
）

１
９
３
４　

シ
リ
ン
ヘ
村
に
移
住

　
　
　
　
　

当
時
は
匪
賊
多
き
た
め
チ
ヨ
ー
ル
に
移
住

１
９
３
５　

綽
児
（
ツ
ア
イ
）
村
に
居
住　

家
族
10
家
族

１
９
３
８　

メ
ル
ゲ
ン
に
移
住

　
　
　
　
　

10
家
族
内
１
家
族
は
シ
リ
ン
ヘ
に
移
住
（
マ
カ
ロ
フ
）　
　
　
　

　
　
　
　
　

１
家
族
は
41
年
１
月
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
弟
の
ク
ラ
イ
ノ
フ
の
許
へ　

　
　
　
　

移
住
ス

１
９
４
１
年
５
月　

ロ
マ
ノ
フ
カ
に
移
住 
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